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2009「植村
直己冒険

賞」

受賞者が決
まる

　2月12日、植村直己さんの母校の明治大学紫
し

紺
こん

館（東京都千代田区）で、2009「植村直己冒険賞」
受賞者発表の会見を行いました。今回は、2009年に日本人が挑んだ194件の冒険行の中から、自
転車で11年かけて地球を2周したサイクリストの中西大輔さん（39歳、川西市在住）を選びました。
　中西さんは、小さいころからの夢「六大陸走破、自転車世界一周」の実現に向け、今から11年半
前、未知の世界を求め、日本を飛び出し、世界各地の自然の厳しさに挑み、自転車をこぎ続けまし
た。そして、行く先々で出会った人々の温かい支えを胸に訪れた国は130カ国、距離約15万2千km
を走破しました。訪問国では、自転車を通した平和交流を行い、その状況を日本の自転車仲間に報
告するなど、国際交流の橋渡しもしています。
　東京での会見の様子は、植村直己さんの母校の府中小学校（日高町野々庄）にも中継され、中西
さんは「尊敬する植村直己さんの素晴らしい賞をいただき、深く感謝しています。また、11年間支
えてくれた日本の友人・知人、そして旅先で出会った世界中の友人に感謝しています。この旅は、
私の人生においてとても大切なもので、喜びにあふれています。これからも多くの方々に冒険に
チャレンジしていただきたいと思います」と喜びの言葉を述べました。
　なお、本賞の授賞式は、6月5日（土）に日高文化体育館（日高町祢布）で行います。冒険賞の授与の
ほか、中西さんの講演も行う予定ですので、皆さん、楽しみにお待ちください。

《問合せ》植村直己冒険館　☎44-1515

▲スーダンの砂漠で自転車を押しながら前進する中西大輔さん（2007年）

▲パキスタン（2008年） ▲東京会場の発表の様子を見守る府
中小学校6年生の児童と関係者ら

▲「冒険賞」を受賞し、喜びを語る受賞
者の中西さん

▲スーダンの砂漠で自転車を押しながら前進する中西大輔さん（2007年）

出会いと発見を求め
自転車で地球２周
15万kmの冒険

中西大輔さん
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中
西
さ
ん
は
、
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
サ
イ
ク
リ
ン
グ
が
好
き
だ
っ
た

父
の
影
響
を
受
け
、
自
転
車
で
遠

出
す
る
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
夢

は
「
六
大
陸
走
破
、
自
転
車
世
界

一
周
」
に
膨
ら
み
ま
し
た
。

　

大
学
時
代
に
海
外
ツ
ー
リ
ン
グ

を
し
た
こ
と
で
、
も
っ
と
素
晴
ら

し
い
世
界
を
見
た
い
、
も
っ
と
素

晴
ら
し
い
人
と
出
会
い
た
い
と
考

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
、
6
年
間
で
資
金

を
貯
め
、
夢
実
現
の
旅
に
出
発
。

当
初
は
、
3
年
半
を
か
け
約
60
カ

国
を
回
る
計
画
で
し
た
。
し
か
し
、

見
知
ら
ぬ
土
地
、
見
知
ら
ぬ
世
界
、

見
知
ら
ぬ
生
き
物
た
ち
、
そ
し
て

小
さ
い
こ
ろ
の

何
気
な
い
夢
を
実
現

行
く
先
々
で
巡
り
会
え
る
人
々
と

の
心
の
触
れ
合
い
を
求
め
、
ペ
ダ

ル
を
こ
ぎ
続
け
た
結
果
、
い
つ
の

間
に
か
11
年
が
過
ぎ
、
地
球
を
2

周
し
て
い
ま
し
た
。

　

未
知
の
世
界
を
切
り
拓ひ
ら

く
と
と

も
に
、
人
々
に
夢
と
希
望
、
そ
し

て
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
中
西
さ

ん
の
行
動
は
、
植
村
直
己
さ
ん
に

通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

▲イエメン（2008年）

▲ヨルダン（2007年）

▲シリア（2007年） ▲モーリタニア（2000年）

▲マリ（2000年）

▲11年間の軌跡〔平成10年（1998年）7月23日〜平成21年（2009年）10月11日〕

中西大輔さんプロフィール

・1970年、兵庫県生まれ（川西市
在住）

・小学4年生で初めて自転車に乗る。
・中学生時代、父の影響を受けサ
イクリングで遠出するようになる。
・大学時代、サイクリング部に入部。
日本各地や海外20カ国をツーリン
グ
・大学卒業後、6年間資金調達のため就職
・1998年7月23日、世界一周に出発
・2009年10月11日、冒険を終える。訪問国130カ国、走行
　距離15万1,849km
　※JACC日本アドベンチャーサイクリストクラブ所属
◇賞歴
　パスニア名誉市民賞（ボリビア、2004年）、カハマルカ
州名誉州民賞（ペルー、2004年）、第4回「地球体験
ペダリアン大賞」（日本アドベンチャー・サイクリストクラブ、
2009年）

◇中西大輔ホームページ　http://www.daisukebike.be

中西大輔さん
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豊岡市は頑 張る学生を
　　応援し ます!!

▲地域の方と意見交換をする中川さん（左）

石
原
広
恵
さ
ん
：「
過
疎
化
・
高

齢
化
に
よ
り
、
従
来
の
よ
う
な
里

山
・
里
地
の
維
持
管
理
シ
ス
テ
ム

が
機
能
せ
ず
、
農
村
風
景
の
荒
廃

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
エ
サ
場
と
し
て
の
湿
地
再

生
を
模
索
す
る
田た

結い

区
を
事
例
と

し
て
、
地
域
と
環
境
の
持
続
可
能

性
の
両
立
を
考
え
た
い
」

《
問
合
せ
》

中
川
瑠
美
さ
ん
：「『
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
お
米
』
を
手
掛
か
り
に
、
市

が
直
面
す
る
農
業
の
問
題
を
多
様

な
農
業
者
の
現
場
情
報
か
ら
検
証
、

分
析
し
ま
し
た
！
」

石原広
ひろ

恵
え

さん
ひろ え

　
「
環
境
行
動
の
持
続
可
能
性
だ

け
で
な
く
、
自
分
の
研
究
の（
資

金
的
）持
続
可
能
性
も
模
索
中
で

す
。
英
会
話
を
習
い
た
い
方
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
！
」

中川瑠
る

美
み

さん
る み

　
「
滞
在
先
の
家
族
、
訪
問
で
き
な

か
っ
た
方
々
も
含
め
農
業
者
の
皆

さ
ん
、
道
中
親
切
に
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
の
協
力
あ
っ
て
研
究

を
完
遂
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」

▲田結区の方に聞き取り調査を実施する
石原さん（右）

　豊岡の進めるコウノトリ野生復帰のさまざまな取組みは、学術
的なテーマとして多方面から注目を集め、学生や研究者による
「豊岡研究」も活発化しています。
　平成21年度「コウノトリ野生復帰学術研究奨励補助制度」を活
用して研究に取り組む学生の様子を紹介します。

　若さと情熱を持って、豊岡の研究に挑んで いる学生たちがいます。
　市では、「コウノトリ野生復帰学術研究奨励 補助制度」を活用して研究に取り組む学生や、
今年度から連携協力の提携を結んだ兵庫県立 大学経済学部の学生の実践型経済学の学習
を応援しています。
　皆さんの近くで、研究に取り組んだ学生たち を紹介します。
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豊岡市は頑 張る学生を
　　応援し ます!!

◆
か
ば
ん
産
業
の
盛
衰
と
課
題

《
具
体
的
な
戦
略
と
し
て
の
提
案
》

◆
環
境
と
経
済
の
融
合
は
可
能
か
？

《
活
性
化
の
た
め
の
具
体
案
》

◆
中
心
市
街
地
の
活
性
化
は

可
能
か
？

《
活
性
化
の
た
め
の
具
体
案
》

◆
大
胆
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

◆
産
官
学
連
携

《
問
合
せ
》

兵
庫
県
立
大
学
経
済
学
部

　

学
生
か
ら
見
た
豊
岡
と
は

　

学
生
が
考
え
た
活
性
化
策
と
は

▲兵庫県立大学経済学部
研究発表会

▲豊岡市・兵庫県立大学経済学部連携協力協定書調印式

　市では、学生の知を活用し地域のさまざまな課題を解決す
るため、兵庫県立大学経済学部と連携を進めています。
　昨年8月、同学部の学生27人が3グループに分かれて市内で
フィールドワーク（現地調査）を行いました。その情報や知識
を基に、1月14日、豊岡市民プラザで、研究結果を発表しまし
たのでその内容を紹介します。

　若さと情熱を持って、豊岡の研究に挑んで いる学生たちがいます。
　市では、「コウノトリ野生復帰学術研究奨励 補助制度」を活用して研究に取り組む学生や、
今年度から連携協力の提携を結んだ兵庫県立 大学経済学部の学生の実践型経済学の学習
を応援しています。
　皆さんの近くで、研究に取り組んだ学生たち を紹介します。
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屋外での歩行に
負担を感じる人の割合

参加前 参加後 参加前 参加後

いすからの立ち上がりに
負担を感じる人の割合

88％
42％ 36％

76％

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

生
き
生
き
高
齢
者
は
介
護
予
防
か
ら

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、高
齢
者
が
安
心
し
て
生
き
生
き
と

生
活
で
き
る
よ
う
に
、主
任
介
護
支
援
専
門
員
、社
会
福
祉
士
、保
健

師
・
看
護
師
が
互
い
に
連
携
を
と
り
な
が
ら
、高
齢
者
や
家
族
の
皆
さ

ん
を
介
護
・
医
療
・
保
健
・
福
祉
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
支
援
し

て
い
ま
す
。今
回
は「
介
護
予
防
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》介
護
保
険
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
24

－

2
4
0
9

●
こ
ん
な
理
由
で
低
栄
養
状
態
に

【
栄
養
士
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

○
栄
養
教
室
の
参
加
者
の
声

●
こ
ん
な
人
は「
口
の
寝
た
き
り
」

の
予
備
群
で
す

歯
科
衛
生
士
か
ら
のア

ド
バ
イ
ス
】

○
口
腔
教
室
の
参
加
者
の
声

▲運動機能の改善に向けた教室

生
活
機
能
の
低
下
の

サ
イ
ン
に
気
付
き
ま
し
ょ
う

運
動
で
足
腰
を

丈
夫
に
し
ま
し
ょ
う

高
齢
者
は
低
栄
養
状
態
に

な
る
こ
と
が
心
配
で
す

口
の
健
康
は

全
身
の
健
康
に
つ
な
が
り
ま
す

平成20年度の運動教室に参加する前と後での
日常生活動作の負担感を比較したグラフ
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

「
介
護
予
防
」の
窓
口
で
す

豊
岡
市
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
整
備
・
運
営
事
業
の
紹
介
③

「
か
ら
だ
元
気
塾
」を
紹
介
し
ま
す
！

　

充
実
し
た
設
備
を
完
備
し
、皆
さ
ん
の
健
康
で
豊
か
な
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
を
行
う
健
康
増
進
施
設「
ウ
ェ
ル
ス
ト
ー
ク
豊
岡
」が
、総
合

健
康
ゾ
ー
ン（
立
野
町
）に
誕
生
し
ま
す
。

　

4
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、施
設
と
運
営
業
務
の
内
容
を
シ
リ
ー
ズ

で
紹
介
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》健
康
増
進
課
総
合
健
康
ゾ
ー
ン
推
進
室
☎
24

－

7
0
3
4

▽
対
象

▽
場
所

▽
利
用
ま
で
の
流
れ

▽
期
間

▽
指
導
者

▽
内
容

▽
利
用
料

○
参
加
者
の
声（
平
成
20
年
度
の

運
動
教
室
か
ら
）

▽
問
合
せ－

からだ元気
塾の利用

地域包括支援セン
ター職員と介護予
防計画の作成

介護予防が
必要と認め
られた方

すこやか市民
ドックなどの
健診への受診

【介護予防川柳】

遊
ぼ
う
よ

　

孫
に
せ
が
ま
れ

　
　
　

体
力
づ
く
り

（
武
中
妙
子
）

皆さんもぜひ一句
いかがですか？

一
手
間
を

　

惜
し
ま
ぬ
母
の

　
　
　
　
　

匙さじ
加
減

（
瀬
野
葉
）

顔面体操

ほおをあげ、
ニッコリ笑う。

アップップをするよう
にほおをふくらまし、
左右に目を動かす。

口と目を思
いっきり開く。

お口の機能をアップする

歯つらつ 十分息を吸ってから
それぞれ約10秒実施。
3回繰り返します。

舌体操

舌を上に。

舌の筋肉を鍛える

歯つらつ 目をパッチリ
開けながら行うと
もっと効果的。

舌を下に。 右へ左へ舌
をぐるっと。

右へ左へ、左
右のほおを押
すように。

唇を内側から
押すように
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利
用
者
は
左
図
の
と
お
り
確
実

に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　

し
か
し
、「
地
域
主
体
の
新
規

路
線
開
設
枠
」を
活
用
し
た
東

京
直
行
便
の
開
設
は
、コ
ウ
ノ

ト
リ
但
馬
空
港
の
ほ
か
に
佐
渡

空
港（
新
潟
県
）な
ど
の
地
方
空

港
も
目
指
し
て
い
ま
す
。こ
う

し
た
地
方
空
港
の
中
か
ら
航
空

会
社
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

を
選
ん
で
も
ら
う
に
は
、東
京

直
行
便
の
潜
在
的
需
要
が
多
い

こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
り
、そ

の
た
め
に
も「
但
馬

－

大
阪（
伊

丹
）」路
線
の
利
用
を
も
っ
と
促

進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

市
民
の
皆
さ
ん
、早
く
て
便

利
な
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
を

利
用
し
、開
港
以
来
の
地
域
の

悲
願「
東
京
直
行
便
」実
現
を
共

に
目
指
し
ま
し
ょ
う
!!

展開中！！展開中！！
～但馬⇔大阪（伊丹）便搭乗率70%を目指して～～但馬⇔大阪（伊丹）便目指せ！ 東京直行便！

　

市
で
は
、東
京
直
行
便
の
実
現
に
向
け
て「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
7ナナ 

0マル
」と
題

し
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
の
利
用
率（
搭
乗
率
）を
70
％
に
す
る
取

組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

︽
問
合
せ
︾都
市
整
備
課
交
通
政
策
係
☎
23

－

1
7
1
2

A
人
口
減
少
時
代
の
地
域
活

性
化
に
は
、『
大
交
流
』が

必
要
だ
か
ら
で
す
。

　
　

人
や
物
が
活
発
に
行
き
交
う

『
大
交
流
』に
は
、私
た
ち
自
身

が
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
、効
果
的
な
方
法
を
考
え
な

が
ら
情
報
を
発
信
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
が
、あ
わ
せ
て『
大
交

流
』を
支
え
る
基
盤
を
整
備
す

る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　
　

東
京
直
行
便
は
、人
、物
、情

報
が
集
中
す
る
首
都
圏
と
但
馬

を
直
接
結
ぶ
交
流
基
盤
と
な
り

ま
す
。

A
直
行
便
実
現
に
は
、ま
ず

羽
田
空
港
に
発
着
枠
を
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　

混
雑
す
る
羽
田
空
港
の
発
着

枠
は
、国
が
民
間
航
空
会
社
に

配
分
し
、そ
の
中
で
ど
こ
に
就

航
す
る
か
は
航
空
会
社
自
身
が

決
定
す
る
た
め
、収
益
性
の
低

い
小
規
模
地
方
空

港
は
不
利
で
し
た
。

　
　

今
秋
、羽
田
空
港
の
第
4
滑

走
路
が
供
用
開
始
さ
れ
、発
着

容
量
が
大
幅
に
増
加
し
ま
す
。

市
で
は
、政
策
的
発
着
枠
の
確

保
を
求
め
て
き
ま
し
た
が
、１
月

「
地
域
主
体
の
新
規
路
線
開
設

枠
」の
配
分
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
　

今
後
は
、こ
の
発
着
枠
を
活

用
し
て「
但
馬

－

東
京（
羽
田
）」

路
線
を
開
設
す
る
航
空
会
社
の

確
保
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

A
東
京
直
行
便
を
目
指
す
他
の

地
方
空
港
よ
り
、潜
在
的
航

空
需
要
が
多
い
こ
と
を
示

す
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

　
　

全
国
の
航
空
需
要
が
大
き

く
落
ち
込
む
中
、「
但
馬

－

大
阪

（
伊
丹
）－

東
京（
羽
田
）」便
の

Q
な
ぜ
東
京
直
行
便
を
目
指

す
の
か
?

コウノトリ但馬空港

ANNIVERSARY
おかげさまで15周年

Q
東
京
直
行
便
に
向
け
た
課

題
は
何
か
?

Q
な
ぜ「
但
馬｜

大
阪（
伊
丹
）」

　

路
線
の
利
用
促
進
を
図
る

必
要
が
あ
る
の
か
？

年間東京乗継利用者数の推移
（人） 見込み数
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2
月
2
日
、

市
役
所
本
庁

舎
正
面
に
日

本
航
空（
J
A
L
）を
応
援
す
る
懸

垂
幕
を
掲
示
し
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
開
港

以
来
、伊
丹
空
港
と
の
間
を
結
ぶ

定
期
便
を
運
航
し
て
い
る
の
は

J
A
L
グ
ル
ー
プ
の
日
本
エ
ア
コ

ミ
ュ
ー
タ
ー（
J
A
C
）で
す
。

　

こ
の
J
A
C
利
用
者
が
羽
田
便

な
ど
J
A
L
へ
乗
り
継
ぐ
こ
と
も

多
く
、『
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港

利
用
促
進
大
作
戦（
タ
ー
ゲ
ッ
ト

70
）』を
通
じ
、実
際
に
飛
行
機
に

乗
る
こ
と
で
J
A
L
を
応
援
し
よ

う
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

3
月
31
日（
水
）ま
で
掲
示
し
、

劇
的
な「
コ
ウ
ノ
ト
リ
復
活
」を
果

た
し
た
豊
岡
か
ら
、世
界
の
空
を

翔か
け

る
J
A
L
の
再
生
に
向
け
て
熱

い
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
乗
って
応
援
し
ま
し
ょ
う
!

※発着時間は、天候その他やむを得ない理由により変更される場合がありますので、搭乗前に確認ください。

・
市
内
在
住
ま
た
は

在
勤
、
在
学
の
方

・
豊
岡
市
出
身
の
方

や
そ
の
家
族
の
方

※
市
内
の
実
家
に
帰
省
さ
れ
た
場

合
な
ど
に
適
用

・
商
用
で
市
内
の
企
業
や
事
業
所

に
来
ら
れ
た
方

●「
但
馬

－

大
阪（
伊
丹
）」の
片
道

運
賃

※
注
1
…
券
に
よ
り
設
定
条
件
が

異
な
り
ま
す
の
で
、必
ず
確
認

く
だ
さ
い
。

※
注
2
…
3
歳
以
上
12
歳
未
満
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

※「
大
阪（
伊
丹
）

－

東
京（
羽

田
）」は
、大
人
1
2
、1
0
0

円
〜
1
5
、1
0
0
円
、
小

児
1
1
、3
0
0
円
〜
1
2
、 

3
5
0
円

※「
大
阪（
伊
丹
）－
東
京（
羽
田
）」

は
、利
用
日
や
便
に
よ
り
、運
賃

が
異
な
り
ま
す
。詳
細
は
、旅
行

代
理
店
や
J
A
L
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　

J
A
L
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.jal.co.jp

●
事
前
助
成

　

下
記
の
旅
行
代
理
店
で
申
請
書

を
記
入
し
、助
成
適
用
後
の
金
額

で
購
入
し
ま
す
。

※
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
で
の
事

前
助
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
搭
乗
で
き
な
か
っ
た
場
合
、必

ず
購
入
し
た
代
理
店
で
払
戻
手

続
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
事
後
助
成

　

搭
乗
後
、市
役
所
で
申
請
す
る

と
、助
成
金
が
指
定
口
座
に
振
り

込
ま
れ
ま
す
。

▽
申
請
窓
口　

都
市
整
備
課
ま
た

は
各
総
合
支
所
総
務
課

▽
申
請
方
法　

搭
乗
半
券
と
振
込

先
が
分
か
る
も
の
を
持
参
の
上
、

申
請
窓
口
で
申
請
書
を
記
入
く

だ
さ
い
。

※
事
後
助
成
の
手
続
き
は
、搭
乗

後
、お
お
む
ね
1
カ
月
以
内
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
振
込
み
は
、ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は

取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、

一
部
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
銀
行

も
取
り
扱
い
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、詳
細
は
、問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

旅行代理店 住所 電話番号

（株）さとうトラベルサービス豊岡店 大手町340 アイティ3階 22-0007

きほくツアーズ（株）JTB旅サロン豊岡 千代田町11-30 23-0001

（有）i.スマイル 若松町7-40 26-6140

いずしトラベルサービス 出石町内町104-7 52-4960

（株）スカイウェイ 寿町4-1 29-0203

JAたじま旅行センター 立野町20-2 JAたじま本店2階 24-8200

（株）ツーリストサンフラワー 泉町4-7 22-4281

券種（注1） 運 賃 額 助成後の
負担額

大人普通
運賃 12,400円 5,400円

小児普通
運賃（注2） 6,200円 2,700円

特便割引１ 7,900円 4,000円

先得割引 6,900円 3,900円

3月の運航ダイヤ

東京（羽田） 大阪（伊丹） 但馬

出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

 7：30 J
ジ ャ ル

AL
103  8：45  �：05 J

ジャック

AC
2321  �：45

15：30 JAL
125 16：40 17：00 JAC

2323 17：40

但馬 大阪（伊丹） 東京（羽田）

出発 便名 到着

乗
継

出発 便名 到着

10：15 JAC
2322 10：50 11：30 JAL

114 12：35

18：05 JAC
2324 18：40 1�：30 JAL

134 20：35

（
関
連
記
事
15
ペ
ー
ジ
）

助
成
対
象

3
月
の
主
な
運
賃

助
成
申
請
方
法

が
ん
ば
れ
Ｊ
Ａ
Ｌ
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市
内
で
交
通
死
亡
事
故
多
発
！

1
カ
月
間
に
死
者
2
人

　

昨
年
の
市
内
の
交
通
死
亡
事
故

は
6
件
で
し
た
が
、
今
年
は
す
で

に
、
1
月
31

日
時
点
で
2

件
の
交
通
死

亡
事
故
が
あ

り
ま
し
た
。

　

交
通
事
故
は
、決
し
て「
他
人

事
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
瞬
の
油

断
で
起
る
交
通
事
故
が
、自
分
だ

け
で
な
く
周
囲
の
方
の
人
生
も
狂

わ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。あ
な
た
が

「
絶
対
に
事
故
に
遭
わ
な
い
」と
い

う
保
証
は
ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、

自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
ま
し
ょ

う
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
と
歩
行
者
の
皆
さ

ん
は
次
の
こ
と
に
注
意
く
だ
さ
い
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー

・
脇
見
運
転
を
し

て
い
ま
せ
ん
か
。

歩
行
者
に
注
意

し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

・
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
て
い
ま

せ
ん
か
。
制
限
速
度
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

・
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心
掛
け
、

薄
暮
れ
時
や
雨
天
時
に
は
、
特

に
注
意
し
て
運
転
し
ま
し
ょ
う
。

●
歩
行
者

・
道
路
を
横
断
す
る

と
き
は
、
止
ま
っ

て
左
右
の
安
全
確

認
を
し
っ
か
り
し

ま
し
ょ
う
。

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
少

し
遠
回
り
で
も
、
横
断
歩
道
や

信
号
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
動
車
が
走
っ
て
来
た
と
き
は
、

絶
対
に
横
断
し
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、
明

る
い
服
装
を
心
掛
け
、
反
射
材

を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
一
、
事
故
を
起
こ
し
た
ら
、

次
の
こ
と
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
事
故
の
続
発
を
防
ぐ
た
め
に
、

安
全
な
場
所
に
車
を
移
動
さ
せ
、

エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

②
負
傷
者
が
い
る
場
合
は
、
1 

1
9
番
に
連
絡
し
、
救
急
車
が

到
着
す
る
ま
で
、
ガ
ー
ゼ
や
ハ

ン
カ
チ
で
止
血
す
る
な
ど
、
可

能
な
応
急
救
護
処
置
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

③
1
1
0
番
に
連
絡
し
、事
故
の
状

況
を
警
察
に
報
告
し
ま
し
ょ
う
。

 

《
問
合
せ
》
生
活
環
境
課
生
活
係

　

☎
21

－

9
0
0
1

　

昨
年
の
市
内
で
発
生
し
た
火

災
・
救
急
・
救
助
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※（　

）内
…
平
成
20
年
比

●
火
災

　

火
災
件
数
は
39
件（
4
件
増
）で
、

死
傷
者
数
は
8
人（
死
者
数
2
人

増
、
負
傷
者
数
3
人
減
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

●
救
急

　

救
急
出
場
件
数
は
3
、
3
4
2

件（
46
件
減
）で
、
搬
送
人
員
は
3
、

1
9
5
人（
61
人
減
）と
な
っ
て
い

ま
す
。
主
に
ス
キ
ー
事
故
な
ど
に

ド
ラ
イ
バ
ー
と

歩
行
者
の
皆
さ
ん

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

事
故
を
起
こ
し
た
ら

〈市内の1月の交通死亡事故発生状況〉

発生日時 発生場所 事故形態 死者

1月19日（火）
午前10時55分

九日市中町
　軽四と大型ダン
プが正面衝突した

（軽四）
73歳・男性

1月21日（木）
午後7時26分

江本
　軽四が歩行者を
はね、別の軽四が
さらにはねた

（歩行者）
70歳・男性

※軽四…四輪軽自動車

平
成
21
年
の

火
災・救
急・救
助
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

よ
る
搬
送
者
が
減
少
し
ま
し
た
。

●
救
助

　

救
助
出
動
件
数
は
85
件（
31
件

増
）で
、
内
64
件
の
救
助
活
動（
31

件
増
）を
実
施
し
、
57
人（
16
人

増
）を
救
出
し
て
い
ま
す
。

《
問
合
せ
》
豊
岡
消
防
署
予
防
係

　

☎
24

－

1
1
1
9

〈火災原因〉
ごみなどの焼却火 10
放火 4
電気・電話などの配線 4
たばこ 3
電気機器など 3
こんろ 2
ストーブ 2
その他・不明・調査中 11

〈火災〉
火災件数 39

種別

建物 22
林野 1
車両 4

その他 12
死者 4

負傷者 4
損害額（万円）9,322

〈救助〉

出動件数 85

種
別

火災 11

交通
事故

48

水難 4

その他 22

〈救急〉
出場件数 3,342

種
別

急病 2,096

交通
事故

395

一般
負傷

501

その他 350

〈搬送された人の
病気やけがの程度（人）〉

程度別 死亡 重症 中等症 軽症

急病 70 249 588 1,074

交通事故 5 21 40 340

一般負傷 5 39 115 323

その他 7 75 137 106

合計 87 384 880 1,843
※必要な人に救急車を！！
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平
成
22
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料（
定
額
）は
、月
額
1 

5
、1
0
0

円（
付
加
保
険
料
4
0
0
円
）に
な

り
ま
し
た
。こ
の
改
定
に
伴
い
前

納
保
険
料
も
左
表
の
と
お
り
変
わ

り
ま
す
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
を

準
備
く
だ
さ
い
。

●
3
月
13
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
3
月
1
日（
月
）・
8
日（
月
）・
15

日（
月
）・23
日（
火
）・29
日（
月
）は

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0
－
05
－
1
1
6
5

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03
－
6
7
0
0
－
1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w

w
.nenkin.go.jp

《
問
合
せ
》

▽
日
本
年
金
機
構 

豊
岡
年
金
事

　

務
所
☎
22
－
0
9
4
5

▽
市
民
課
市
民
係

　

☎
21
－
9
0
1
5
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
生
活
課

●
就
職
先
に
年
金
手
帳

の
提
出
が
必
要
で
す

　

会
社
員
な
ど
に
な
る
20
歳
以
上

の
方
は
、
国
民
年
金
の
種
別
が
第

1
号
被
保
険
者
か
ら
第
2
号
被
保

険
者
に
変
わ
り
ま
す
。
手
続
き
は

勤
務
先
が
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず

年
金
手
帳
を
提
出
く
だ
さ
い
。

　

年
金
の
基
礎
年
金
番
号
は
、
公

的
年
金
共
通
の
番
号
で
、
転
職
や

退
職
な
ど
で
加
入
す
る
年
金
制
度

が
変
わ
っ
て
も
変
更
し
ま
せ
ん
。

　

今
春
、
就
職
す
る
学
生
の
方
は
、

勤
務
先
で
の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
よ
う
、
年
金
手
帳
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

年
金
手
帳
を
紛
失
し
た
方
は
、

市
民
課
市
民
係
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
に
相
談
く
だ
さ
い
。

●
住
所
変
更
届
の
提
出
が
必
要
で
す

　

年
金
受
給
中
の
方
が
引
越
し
に

よ
り
、住
所
や
年
金
受
取
の
金
融

機
関
を
変
更（
注
）す
る
と
き
は
、

「
住
所
・
支
払
機
関
変
更
届（
は
が

き
様
式
）」を
新
住
所
地
の
年
金
事

務
所
に
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
金
事
務
所
で
住
所
変

更
処
理
が
済
む
ま
で
は
、
年
金
に

関
す
る
郵
便
物
が
前
住
所
地
へ
届

く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
郵
便

局
で
郵
便
物
転
送
依
頼
も
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
注
…
新
し
い
金
融
機
関
や
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
で
口
座
番
号
の
証
明

を
受
け
、
次
の
年
金
支
払
日
の

1
カ
月
前
ま
で
に
手
続
き
く
だ

さ
い
。
そ
の
場
合
、
変
更
後
の

金
融
機
関
の
口
座
で
年
金
受
取

を
確
認
す
る
ま
で
は
、
旧
口
座

は
解
約
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、原
則
65
歳

か
ら
の
受
給
で
す
が
、希
望
す
れ

ば
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
に
減

額
さ
れ
た「
繰
上
げ
支
給
」の
年
金

や
、66
歳
以
降
に
増
額
さ
れ
た「
繰

下
げ
支
給
」の
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
受
給
資
格
が
あ
る

方
に
限
り
ま
す
。

●
早
く
受
け
取
る「
繰
上
げ
支
給
」

　

60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
間
で
、請

求
し
た
と
き
の
月
単
位
の
年
齢
に

よ
り
、「
減
額
率
」が
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
度
決
ま
っ
た
減
額
率

は
、
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

※
繰
上
げ
支
給
を
受

け
た
後
は
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
国
民
年
金
の
任
意
加
入
中
は
、
繰

上
げ
支
給
を
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

●
後
で
受
け
取
る「
繰
下
げ
支
給
」

　

66
歳
以
降
で
、請
求
し
た
と
き

の
月
単
位
の
年
齢
に
よ
り
、「
増
額

率
」が
決
ま
り
ま
す
。

　

な
お
、
一
度
決
ま
っ
た
増
額
率

は
、
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
相
談
窓
口
を
時
間
延
長

平
成
22
年
度
の

年
金
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

今
春
就
職
す
る
20
歳
以
上
の
方
へ

前納の保険料表
納付方法 1カ月分 6カ月分 1年分
現金支払
（毎月） 15,100円 90,600円 181,200円

現金支払
クレジット
（前納）

【割引額】
- 89,860円

【740円】
177,980円

【3,220円】

口座振替
（前納）

【割引額】
15,050円
【50円】

89,570円
【1,030円】

177,400円
【3,800円】

年
金
受
給
中
で
引
越
し
す
る
方
へ

老
齢
基
礎
年
金
の

繰
上
げ
・
繰
下
げ
支
給

減額率=0.5％×繰上げ請求時から
　　　  65歳になる月の前月まで
           の月数

【例】満額（平成21年度792,100円）
　     の老齢基礎年金を受ける方
・60歳0カ月での請求
　減額率…0.5％×60月=30％
　受給額…554,500円
・60歳１カ月での請求
　減額率…0.5％×59月=29.5％
　受給額…558,400円

増額率=0.7％×65歳になった月から
           繰下げを申し出た月の前月まで
           の月数

【例】満額（平成21年度792,100円）
　     の老齢基礎年金を受ける方
・66歳０カ月での請求
　増額率…0.7％×12月=8.4％　
　受給額…858,600円
・66歳１カ月での請求
　増額率…0.7％×13月=9.1％　
　受給額…864,200円
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市では、｢豊岡市健康行動計画｣“とよおか健康ぷらん21”の策定に当たり、市民アンケートを実施しました。
その調査結果を基に、｢朝ごはん｣の大切さを６回シリーズでお知らせします。

《問合せ》健康増進課☎24-1127

食で健康づくりを応援⑤

～食事バランスガイドを知っていてますか？～

健康川柳

メタボには　健康食で　腹八分
幸子 

※とよおか健康川柳から

毎週火曜日は
歩キングデー

コーちゃん オーちゃん

エネルギー　156kcal
塩分0.2ｇ／１枚分

朝ごはん
簡単レシピの紹介 ごはん ｄ

で

ｅ お焼き

　１つのボールに材料を全部入れて、混ぜて焼
くだけの簡単朝ごはんです。お好みで、干しエ
ビ、ちりめんじゃこやチーズなどを入れても！

作り方
①ボールに、ごはん、ツナ、溶き卵、冷凍野菜
ミックス、マヨネーズを入れて混ぜる。

②フライパンを熱し、①を適当な大きさに流
して広げ、両面をこんがり焼く。

材料（直径８ｃｍ程度４枚分）
・ごはん　　　　　　茶碗１杯（160ｇ）
・ツナ（缶づめ）　　　１/２缶（40ｇ）
・卵　　　　　　　　１個
・冷凍野菜ミックス　１/２カップ
・マヨネーズ　　　　大さじ１

食事バランスガイドって？
　健康を維持するためには、主食、副菜、主菜、牛乳・乳製品、果物の５つのグループの食品をバラン
スよく食べることが大切です。
　｢食事バランスガイド｣は｢何を｣｢どれだけ｣食べればよいかが一目で分かるようになっています。
　形はコマのイメージで、食事で構成された本体の軸は水分となっています。バランスの良い食事
と、適度な運動をすることで快調に回すことができます。

イモ
キノコ

ミカン

成人1日摂取量
2,200kcal
(基本型)

自分に合ったコマを
元気良く回しましょう！ 、

朝　食
　身体・頭を目覚めさせ、１日の
活動エネルギーを補給するため、
朝食は必ず食べましょう。

昼　食
　うどんやラーメンなど、糖質だ
けになりがちです。野菜を１品プ
ラスして、午後も活動的に！

夕　食
　朝・昼でとれなかった栄養を補
います。食べ過ぎ、飲み過ぎを避
け、１日の疲れを取りましょう。

間　食
ちょっとひと息
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①
竹
野
海
岸
コ
ー
ス

・
集
合　

J
R
豊
岡
駅

・
見
学
ル
ー
ト　

足
跡
化
石
、
県

立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
、
玄

武
洞
公
園
、
猫
崎
半
島
、
竹
野

ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン
タ
ー

②
神
鍋
高
原
コ
ー
ス

・
集
合　

日
高
総
合
支
所
前
駐
車
場

・
見
学
ル
ー
ト　

神
鍋
溶
岩
流
、

神
鍋
山
、
足
跡
化
石
、
県
立
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
、
玄
武
洞

公
園

▽
参
加
特
典

・
足
跡
化
石
特
別
公
開

・
玄
さ
ん
と
記
念
撮
影

・
ジ
オ
ツ
ア
ー
専
用
の
昼
ご
飯

・
限
定
版
玄
さ
ん
シ
ー
ル
進
呈

▽
参
加
費　

1
人
2
、
0
0
0
円

▽
募
集
人
数　

各
コ
ー
ス　

40
人

　
（
先
着
順
）

▽
申
込
期
限　

3
月
19
日（
金
）

▽
そ
の
他　

詳
細
は
、
全
但
バ

ス
㈱
市
内
各
営
業
所
、
観
光
課
、

各
総
合
支
所
地
域
整
備
課
に
設

置
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

全
但
バ
ス
㈱

　

☎
0
7
9

－

6
6
2

－

2
1
3
1

る
化
石
か
ら
新
種
の
化
石
ま
で
多

様
な
化
石
が
産
出
し
ま
す
。国
内

で
数
例
し
か
な
い
珍
し
い
化
石
も

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　市では、京都府・兵庫県・鳥取県の民間団体や行政機関と連携し、
竹野海岸、日和山、玄武洞公園などの山陰海岸国立公園や神鍋高
原などを中心としたエリアを「山陰海岸ジオパーク」として、世界
ジオパークへの認定を目指しています。このジオパークについて、
市のジオパーク普及啓発専門員（北但層群化石研究会代表）の三
木武行が、シリーズで紹介します。

《問合せ》観光課☎21-9016

  シリーズ�　　　　化石で分かる古環境

　

地
球
の
歴
史
は
、古
生
物
の
進

化
の
特
徴
か
ら
、先
カ
ン
ブ
リ
ア

代
・
古
生
代
・
中
世
代
・
新
生
代
の

4
つ
の
時
代
に
分
類
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
古
生
物
の
進
化
を
示
す
化

石
と
は
、地
質
時
代
の
古
生
物
の

遺
体
や
生
活
の
痕こ
ん

跡せ
き（
足
跡
な
ど
）

が
砂
や
泥
の
堆
積
岩
に
な
っ
た
も

の
で
す
。

　

ま
た
、化
石
に
は
、木
の
葉
の
よ

う
に
環
境
を
示
す「
示し

相そ
う

化
石
」

と
、絶
滅
し
た
恐
竜
の
よ
う
に
時

代
を
示
す「
示し

準じ
ゅ
ん

化
石
」が
あ
り

ま
す
。ビ
カ
リ
ア（
貝
化
石
）の
よ

う
に
亜
熱
帯
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
環
境

と
、新
生
代
新
第
三
紀
と
い
う
時
代

の
両
方
を
示
す
化
石
も
あ
り
ま
す
。

　

は
っ
き
り
し
た
年
数
を
知
る
た

め
に
は
、マ
グ
マ
が
固
ま
っ
た
火

成
岩
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
放
射

性
元
素
を
利
用
し
て
測
定
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア

で
は
、多
種
多
様
な
化
石
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
化
石
を
分

析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、日
本
列

島
が
中
国
大
陸
の
一
部
で
あ
っ
た

時
代
や
淡
水
湖
か
ら
次
第
に
海
水

が
浸
入
し
た
様
子
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

市
内
で
も
、教
科
書
に
出
て
く

▲サイの足跡化石（香美町）

●
市
街
地
近
く
で
も

足
跡
化
石
発
見
!

　

市
内
で
は
、
竹
野
海
岸
で
ゾ
ウ

や
シ
カ
の
足
跡
が
発
見
さ
れ
て
い

る
け
ど
、
先
日
、
市
街
地
の
近
く

で
も
動
物
の
足
跡
の
化
石
が
発
見

さ
れ
た
よ
。

　

大
昔
の
豊
岡
市
内
に
は
、
ゾ
ウ
、

シ
カ
、
サ
イ
な
ど
が
い
て
、
今
の

ア
フ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
の
よ
う

な
と
て
も
暖
か
い
気
候
だ
っ
た
こ

と
が
想
像
で
き
る
ね
。

　

こ
の
足
跡
を
み
ん
な
に
見
て
も

ら
い
た
い
ん
だ
け
ど
、
化
石
の
保

護
の
た
め
、
公
開
で
き
な
い
ん
だ
。

　

そ
こ
で
、
市
内
の
地
質
遺
産
を

見
て
歩
く
バ
ス
ツ
ア
ー
を
実
施
し

て
、
こ
の
ツ
ア
ー
の

参
加
者
な
ら
特
別
に

今
回
発
見
さ
れ
た
足

跡
化
石
を
見
学
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
よ
。

ぜ
ひ
、
見
に
来
て
ね
。

●
地
質
遺
産
を
見
て
歩
く

バ
ス
ツ
ア
ー
の
募
集

▽
開
催
日　

3
月
28
日（
日
）

ワ
シ
も

待
っ
て

お
る
ぞ
！

こ
れ
は
？

げ
ん

▲イワシの仲間の化石（日高町万場）▲カキの化石（日高町万場）



【
1
月
】

13
日　

１
・
17
追
悼
幼
・
小
・
中
学

校
行
事
実
施
（
〜
22
日
）

14
日　

兵
庫
県
立
大
学
経
済
学
部

研
究
発
表
会

17
日　

豊
岡
市
震
災
総
合
防
災
訓

練

19
日  

韓
国
慶
州
市
・
東
川
初
等

学
校
国
際
交
流
体
験
学
習

使
節
団
来
訪（
〜
21
日
）

22
日　

第
65
回
国
民
体
育
大
会
冬

季
大
会
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
会
本
市
出
場
選
手
激

励
会

26
日  

第
56
回
文
化
財
防
火
デ
ー

消
防
訓
練

30
日　

ま
ち
ぐ
る
み
学
校
支
援
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

【
2
月
】

2
日
・
Ｊ
Ａ
Ｌ
応
援
懸
垂
幕
掲
示

　
　

・
豊
岡
市
企
業
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
発
行

5
日　

中
国
広カ

ン
ト
ン
シ
ョ
ウ
ナ
ン
カ
イ
キ
ュ
ウ
コ
ウ

東
省
南
海
九
江
中

学
修
学
旅
行
受
け
入
れ

（
〜
6
日
）

6
日　

Ｋ
Ｔ
Ｒ
但
馬
三
江
駅
改
築

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト

10
日　

オ
ブ
ジ
ェ「
縁
結
び
玄
さ
ん
」

設
置

12
日　

2
0
0
9
植
村
直
己
冒
険

賞
受
賞
者
発
表

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
15
年

を
迎
え
た
１
月
17
日
、
災
害
の
経

験
と
教
訓
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず
、

い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
時
に
お
い
て
適
切
な
対
応
を
図

る
能
力
を
養
う
た
め
、「
豊
岡
市
震

災
総
合
防
災
訓
練
」を
但
東
総
合

支
所
と
周
辺
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
昨
年
5
月
23
日

に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
の
た

め
に
延
期
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

な
お
、
今
回
は
、
県
の「
１
・
17

を
忘
れ
な
い
」地
域
防
災
訓
練
と

し
て
も
位
置
付
け
、
市
と
県
但
馬

県
民
局
の
共
催
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
但
東
地
域
で「
震
度

6
強
」の
直
下
型
大
地
震
が
発
生

し
、
多
数
の
家
屋
が
倒
壊
す
る
と

と
も
に
火
災
の
発
生
や
多
数
の
死

傷
者
な
ど
、
甚
大
な
被
害
が
出
た

と
の
想
定
で
行
い
ま
し
た
。
さ
ら

に
除
雪
・
冬
季
の
避
難
路
確
保
訓

練
も
加
え
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
、
市
役
所
本
庁
内
を

想
定
し
た「
災
害
対
策
本
部
」、
但

東
総
合
支
所
内
の「
地
域
災
害
対

策
本
部
」お
よ
び「
現
地
対
策
本

部
」の
3
つ
の
対
策
本
部
を
設
け
、

各
対
策
本
部
が
連
携
を
取
り
な
が

ら
訓
練
を
進
め
ま
し
た
。　

　

ま
た
、消
防
団
や
地
域
の
自
主
防

災
組
織
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
も
、

消
火
訓
練
や
負
傷
者
の
救
出
、
搬

送
訓
練
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、中
貝
市
長
は「
被

害
が
局
地
的
な
場
合
は
、
災
害
対

策
本
部
を
現
場
に
移
し
た
方
が
有

効
か
も
し
れ
な
い
。
今
回
の
訓
練

で
得
た
教
訓
を
、
今
後
の
防
災
体

制
強
化
に
生
か
し
た
い
」と
講
評

し
ま
し
た
。

　

１
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
、
韓

国
慶
州
市
の
東
川
初
等
学
校
国
際

交
流
体
験
学
習
使
節
団（
児
童
24

人
、
引
率
者
4
人
）が
本
市
に
来

訪
し
ま
し
た
。

　

本
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
慶
州

市
と
は
、
相
互
交
流
を
図
っ
て
お

り
、
同
市
児
童
の
訪
問
は
今
回
で

12
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

20
日
に
は
、
小
野
小
学
校
で
、

歓
迎
会
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
や
各

学
年
と
昔
の
遊
び
や
縄
跳
び
、
ド

ッ
ヂ
ボ
ー
ル
な
ど
を
行
い
交
流
を

図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
児
童
ら
は
市

内
の
11
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、

家
族
と
の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、

日
本
文
化
の
理
解
や
、
心
と
心
の

き
ず
な
を
深
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
Ｋ
Ｔ
Ｒ（
北
近
畿
タ

ン
ゴ
鉄
道
）の
利
用
促
進
を
図
る

た
め
、
但
馬
三
江
駅（
愛
称
・
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
郷
駅
）駅
舎
の
改
築

と
ト
イ
レ
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

　

工
事
完
了
に
伴
い
、
2
月
6
日
、

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
切

り
絵
展
や
麦
わ
ら
絵
画
展
、
Ｋ
Ｔ

Ｒ
宮
津
線
駅
舎
写
真
展
示
の
ほ
か
、

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
コ
ー
ち
ゃ
ん
、

オ
ー
ち
ゃ
ん
、
玄
さ
ん
と
の
写
真

撮
影
や
Ｋ
Ｔ
Ｒ
記
念
乗
車
券
販
売

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地

域
住
民
の
会

「
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
郷
駅
応
援

団
」は
、そ
ば

や
コ
ウ
ノ
ト

リ
グ
ッ
ズ
を

販
売
し
、に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

〜「
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
駅
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
〜

 

Ｋ
Ｔ
Ｒ
但
馬
三
江
駅
改
築
完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

〜
心
と
心
の
き
ず
な
を
大
切
に
〜

韓
国
慶キ

ョ
ン
ジ
ュ
シ
ト
ン
チ
ョ
ン

州
市
東
川
初
等
学
校
国
際
交
流
体
験
学
習
使
節
団
が
来
訪

▲本番さながらの救助風景

〜
み
ん
な
の
力
で
命
と
暮
ら
し
を
守
る
〜

豊
岡
市
震
災
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

▲但馬三江駅新駅舎
▲けん玉で遊ぶ両校児童
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「
乗
っ
て
応
援
し
よ
う
、が
ん
ば

れ
Ｊ
Ａ
Ｌ　

コ
ウ
ノ
ト
リ
復
活
の

ま
ち
豊
岡
市
」

　

そ
う
大
書
さ
れ
た
懸
垂
幕
を
市

役
所
に
掲
げ
ま
し
た
。

　
「
一
企
業
の
応
援
を
す
る
と
い

う
こ
と
で
批
判
が
出
ま
せ
ん
か
」

市
長
定
例
記
者
会
見
で
、
あ
る
記

者
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

確
か
に
一
企
業
の
こ
と
で
は
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
豊
岡
に
と
っ

て
縁
の
深
い
企
業
で
す
。
コ
ウ
ノ

ト
リ
但
馬
空
港
に
就
航
し
て
い
る

Ｊ
Ａ
Ｃ
は
、
離
島
の
足
を
確
保
す

る
た
め
に
Ｊ
Ａ
Ｌ
と
奄
美
群
島
の

市
町
村
が
出
資
し
て
い
る
会
社
で

す
。
但
馬
空
港
へ
も
、
要
望
し
て

就
航
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

但
馬
・
伊
丹
・
東
京
の
乗
継
便

は
毎
年
着
実
に
利
用
者
が
増
え
て

い
ま
す
が
、
伊
丹
・
羽
田
間
は
Ｊ

Ａ
Ｌ
が
運
ん
で
く
れ
ま
す
。
伊
丹

か
ら
全
国
各
地
へ
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
路
線

が
あ
る
こ
と
も
私
た
ち
の
利
便
性

を
高
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
豊
岡
の
友
人
で
あ

り
、
苦
し
ん
で
い
る
友
人
に
エ
ー

ル
を
送
る
こ
と
は
お
か
し
く
な
い

と
思
い
ま
す
」

記
者
た
ち
は
う
な
ず
い
て
く
れ
ま

し
た
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
も
載
せ
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
が
思
い
を
一
つ
に
頑

張
れ
ば
、
復
活
は
で
き
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
ま
ち
が
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
野
生
復
帰
を
し
た
よ

う
に
」

　

市
の
職
員
が
そ
の
こ
と
を
Ｊ
Ａ

Ｌ
の
職
員
の
方
に
お
伝
え
し
た
と

こ
ろ
、
返
信
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
本
当
に
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
⋮
大
阪
支
店
内
に

豊
岡
出
身
者
が
お
り
、﹃
ふ
る
さ
と

を
誇
り
に
思
う
﹄と
い
っ
た
意
見

が
あ
り
ま
し
た
」

　

報
告
を
受
け
て
、
胸
が
熱
く
な

り
ま
し
た
。
で
、
思
わ
ず
観
光
課

長
に
電
話
を
入
れ
ま
し
た
。

　
「
ぬ
い
ぐ
る
み
の﹃
頑
張
れ
Ｊ
Ａ

Ｌ
玄
さ
ん
﹄を
作
っ
て
も
ら
え
な

い
か
。
玄
さ
ん
シ
ー
ル
も
頼
む
」

　

こ
の
文
章
が
市
広
報
紙
に
載
る

こ
ろ
、「
頑
張
れ
Ｊ
Ａ
Ｌ
玄
さ
ん
」

が
大
阪

支
店
に

届
い
て

い
る
は

ず
で
す
。

が
ん
ば
れ
Ｊ
Ａ
Ｌ

28

　

１
月
30
日
、
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

で「
ま
ち
ぐ
る
み
学
校
支
援
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
内
の
小
中
学
校
が

地
域
の
方
か
ら
受
け
て
い
る
さ
ま

ざ
ま
な
学
校
支
援
の
輪
が
、
今
後

さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
港
西
・
静
修
小
学
校
、

但
東
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
が
、

地
域
か
ら
支
援
を
受
け
て
行
っ
た

活
動
事
例
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
校
園
庭
の
芝
生
化
に
つ
い

て
、
平
成
21
年
度
モ
デ
ル
校
を
代

表
し
て
、
港
東
小
学
校
長
が
取
組

み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
、「
広
げ
よ
う
学
校
支
援

の
輪
」を
テ
ー
マ
に
、
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
現
在

の
課
題
と
今
後
の
取
組
み
に
つ
い

て
、
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　

情
に
厚
く
、
人
情
味
あ
ふ
れ
る

豊
岡
市
マ
ス
コ
ッ
ト
・
玄
武
岩
の

玄
さ
ん
。
玄
武
岩
の
か
た
さ
か
ら

「
か
た
い
き
ず
な
」「
身
持
ち
が
か

た
い
」こ
と
を
連
想
さ
せ
、
玄
さ

ん
が「
縁
結
び
」に
一
役
買
い
ま
す
。

　

2
月
10
日
、
玄
武
洞
公
園
の
休

憩
所
に
木
製
の「
縁
結
び
玄
さ
ん
」

が
登
場
し
ま
し
た
。
顔
の
扉
を
開

く
と
、
市
の
石「
玄
武
岩
」、
市
の

両
生
類「
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」、

市
の
鳥「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」が
入
っ
て

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
メ
ー
ジ
か

ら﹃
か
た
い
き
ず
な
で
、
末
永
く
、

幸
せ
に
﹄と
、
皆
さ
ん
の
幸
せ
を

一
緒
に
願
い
ま
す
。

　

中
に
入
っ
て
い
る
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
ぬ
い
ぐ
る
み
は
、市
内
の
子
育
て

支
援
グ
ル
ー
プ「
ぐ
る
ー
ぷ
ＭモＯ

ＫコＯ
」の
手
作
り
、オ
オ
サ
ン
シ
ョ

ウ
ウ
オ
は
土
鈴
で
、日
本
・
モ
ン
ゴ

ル
民
族
博
物
館
が
但
東
町
奥
赤
の

粘
土
や
砂
を
使
っ
て
作
成
し
た
も

の
で
す
。ま
た
、玄
さ
ん
の
彫
り
物

の
玄
武
岩
は
、大
昔
か
ら
家
を
支
え

て
き
た
礎い
し
ず
え

を
再
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
神
社
で
あ
る
久く

く々

比ひ

神
社

▲但東中のよさこいダンスの
事例発表

▲｢縁結び玄さん｣に良縁を願う来園者

〜
地
域
で
支
え
る
学
校
地
域
で
育
て
る
子
ど
も
〜

ま
ち
ぐ
る
み
学
校
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

市
の
マ
ス
コ
ッ
ト「
玄
さ
ん
」が
仲
人
に
⋮
か
た
い
き
ず
な
で
、末
永
く
、幸
せ
に

玄
武
洞
公
園
に
オ
ブ
ジ
ェ「
縁
結
び
玄
さ
ん
」を
設
置

　

地
域
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
る

様
子
を
収
め
た
写
真
パ
ネ
ル
展
も

開
催
し
ま
し
た
。

と
併
せ
て
、
観
光
デ
ー
ト
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
市
内
外
か
ら
多
く
の
方

が
訪
れ
、
た
く
さ
ん
の
良
縁
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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ス
ナ
ッ
プ
in
き
の
さ
き

城
崎
温
泉
の
思
い
出
づ
く
り
を

マ
ス
コ
ッ
ト
た
ち
が
お
手
伝
い

城 崎城 崎

子
ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦｢

雪
遊
び
大
作
戦｣

こ
こ
は
雪
国
!?

雪
遊
び
は
楽
し
い
ね
！

竹 野竹 野

円
山
川
下
流
域
冬
鳥
観
察
会

豊
岡
に
立
ち
寄
っ
た
渡
り
鳥

見
ぃ
つ
け
た
！

豊 岡豊 岡

▲｢ハイ、ポーズ！｣写真はその場で手渡された

　

１
月
31
日
、
越
冬
の
た
め
に
日
本
を
訪
れ
る
冬
鳥

の
観
察
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

立
野
大
橋
東
詰
堤
防（
立
野
町
）か
ら
始
ま
っ
た
観

察
会
で
は
、
円
山
川
を
遊
泳
す
る
カ
モ
類
を
は
じ
め
、

水
を
張
っ
た
田
に
た
た
ず
む
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
や
マ
ガ

ン
を
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
行
く
先
々
で
、
コ
ウ

ノ
ト
リ
も
姿
を
現
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

但
馬
野
鳥
の
会
会
長
の
早
川
貞
夫
さ
ん（
中
陰
）は

「
冬
鳥
は
こ
の
時
期
、
日
本
の
能
登
半
島
か
ら
宍し
ん
じ
こ

道
湖

上
空
を
通
り
ま
す
。
渡
り
鳥
が
降
り
立
つ
こ
と
は
環

境
が
良
い
こ
と
の
証
し
と
言
え
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

参
加
者
は
、
良
好
な
自
然
環
境
を
前
に
、
約
30
種

の
野
鳥
に
出
会
え
た
こ
と
に
歓
喜
し
て
い
ま
し
た
。

　

2
月
10
日
、Ｊ
Ｒ
城
崎
温
泉
駅
前
の
さ
と
の
湯
イ

ベ
ン
ト
広
場
で「
ス
ナ
ッ
プ
in
き
の
さ
き
」（
城
崎
温

泉
観
光
協
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

城
崎
温
泉
を
訪
れ
た
観
光
客
に
、
思
い
出
の
写
真
を

持
っ
て
帰
っ
て
も
ら
お
う
と
、
カ
ニ
シ
ー
ズ
ン
の
2

月
と
3
月
の
2
回
、
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
先
着
60
組
の
観
光
客
が
、
城
崎
温
泉
街

マ
ス
コ
ッ
ト
の
松
葉
ガ
ニ
の「
ジ
ョ
ー
く
ん
」「
サ
キ

ち
ゃ
ん
」と
、
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
の
玄
武
岩
の「
玄
さ

ん
」と
一
緒
に
記
念
撮
影
し
、に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

玄
さ
ん
は
、
縁
結
び
に
も
ご
利
益
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
独
身
の
方
か
ら
は
、
写
真
を
撮
ら
れ
た
り
、

握
手
を
求
め
ら
れ
た
り
す
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

　

2
月
14
日
、
竹
野
町
三
原
で
子
ど
も
の
野
生
復
帰

大
作
戦「
雪
遊
び
大
作
戦
」を
開
催
し
、
約
2
0
0
人

の
小
学
生
や
ス
タ
ッ
フ
ら
が
、
か
ま
く
ら
や
雪
像
作

り
、ソ
リ
遊
び
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

雪
不
足
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
原
高
原
は
積

雪
が
約
20
セ
ン
チ
あ
り
、
三
原
区
の
方
々
の
協
力
で

全
長
約
6
メ
ー
ト
ル
の
滑
り
台
が
完
成
し
、
子
ど
も

た
ち
は
、ソ
リ
や
タ
イ
ヤ
の
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
に
乗
り
、

歓
声
を
上
げ
な
が
ら
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

　

雪
像
で
富
士
山
を
作
っ
た
田
村
佑
哉
君（
五
荘
小

4
年
）は「
富
士
山
は
か
き
氷
み
た
い
に
な
り
、
う
ま

く
作
れ
な
か
っ
た
け
ど
、ソ
リ
は
す
ご
く
楽
し
い
」と

は
し
ゃ
い
で
い
ま
し
た
。

▲図鑑を片手に野鳥を観察する参加者たち

▲順番にソリ滑りを楽しむ子どもたち

広報とよおか　2010.2.25 16



ジ
ャ
ン
ボ
巻
き
寿
司
＆
ゲ
ー
ム
大
会

み
ん
な
で
一
緒
に

長
〜
い
巻
き
ず
し
作
り

但 東但 東

第
１
回
冬
の
神
鍋
高
原
ウ
ォ
ー
ク

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で

神
鍋
の
冬
山
の
魅
力
を
再
発
見

日 高日 高

わ
ら
べ
う
た
＆ア
ン
ド

折
り
紙

伝
承
遊
び
を
通
し
て

親
子
の
触
れ
合
い

出 石出 石

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲スノーシューを履いて、冬山を楽しみながら、道なき
道を歩く参加者たち

　

１
月
31
日
、
第
１
回
冬
の
神
鍋
高
原
ウ
ォ
ー
ク
を

実
施
し
、
35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
と
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
道
の
駅「
神
鍋

高
原
」（
日
高
町
栗
栖
野
）を
発
着
点
に
、
神
鍋
山
周

遊
公
園
や
そ
の
周
辺
を
歩
き
ま
し
た
。

　

特
に
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の
コ
ー
ス
で
は
、
ス
キ
ー
で

は
入
れ
な
い
雑
木
林
の
中
を
進
む
な
ど
、
約
6
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
冬
山
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
体
験
し
た
田
中
裕ゆ
う

佳か

さ
ん（
養

父
市
）は「
豊
か
な
自
然
の
中
で
、
い
い
運
動
に
な
っ

た
。
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
よ
う
と
し
て
い

る
人
に
も
お
勧
め
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲みんなで協力してジャンボ巻き寿司を作る参加者たち

　

2
月
14
日
、
高
橋
地
区
公
民
館（
但
東
町
久
畑
）で
、

ジ
ャ
ン
ボ
巻
き
寿
司
＆
ゲ
ー
ム
大
会（
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
21
た
か
は
し
主
催
）が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ー
ム
大
会
で
は
、
豆
取
り
や
お
手
玉
入
れ
、
輪

投
げ
な
ど
で
体
を
動
か
し
、
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
今
年
で
6
回
目
と
な
る
ジ
ャ
ン
ボ
巻
き

ず
し
作
り
に
挑
戦
。
5
人
1
組
と
な
り
、
の
り
の
上

に
酢
飯
を
広
げ
、
玉
子
焼
き
、か
ま
ぼ
こ
、キ
ュ
ウ
リ

な
ど
を
乗
せ
て
巻
き
上
げ
、
長
さ
約
2
・
5
メ
ー
ト

ル
の
巻
き
ず
し
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
切
り
分
け
て
、
み
ん
な
で
み
そ
汁
と

一
緒
に
味
わ
い
ま
し
た
。

　

2
月
10
日
、
出
石
子
育
て
セ
ン
タ
ー
で
、「
わ
ら
べ

う
た
＆
折
り
紙
」を
開
催
し
、
25
人
の
親
子
が
参
加

し
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
道
具
が
何
も
な
く

て
も
遊
べ
る
古
く
か
ら
の
わ
ら
べ
歌
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
、
平
成
19
年
か
ら
専
門
家
の
指
導
を
受
け
て
、

親
子
に
伝
授
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
わ
ら
べ
歌
に
合
わ
せ
て
お
手
玉
遊
び
や

ま
り
つ
き
を
し
た
後
、
ハ
ー
ト
型
飾
り
の
紙
箱
も
作

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
三
木
美
佐
子
さ
ん（
出
石
町
谷
山
）は
、

「
わ
ら
べ
歌
は
、
親
子
の
触
れ
合
い
に
ぴ
っ
た
り
。

昔
の
遊
び
が
分
か
り
、
交
流
も
で
き
て
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
ま
し
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 ▲わらべ歌のお手玉運びは、親子で優しさを伝達する遊

びです
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2
世
を
残
し
、但
馬
の
銘
木
に

　
「
木
肌
の
玉
が
見
え
ま
す
か
。

こ
の
ケ
ヤ
キ
は
、
ほ
か
の
ケ
ヤ
キ

と
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
」と
話
す

の
は
、
約
30
年
間
、
イ
リ
タ
マ
モ

ク
ケ
ヤ
キ
の
増
殖
活
動
を
行
っ
て

い
る
水
田
喜
太
郎
さ
ん
。

　

戦
後
、
日
高
中
部
土
地
改
良
区

の
ほ
場
整
備
な
ど
に
携
わ
っ
て
い

た
水
田
さ
ん
は
、
そ
の
後
、
日
高

林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
に
加
入
し
、

昭
和
48
年
に
県
の
林
業
研
修
会
で

ケ
ヤ
キ
の
講
演
を
聞
き
、
そ
の
中

で
イ
リ
タ
マ
モ
ク
ケ
ヤ
キ
を
知
り

ま
し
た
。

　

こ
の
木
は
、
ケ
ヤ
キ
の
中
で
も

数
10
万
本
に
1
本
し
か
な
い
と
い

わ
れ
、
木
肌
に
無
数
の
玉
状
の

小
さ
な
穴
が
現
れ
る
の
が
特
徴
で
、

製
材
す
る
と
、
光
の
方
向
に
よ
っ

て
玉
の
よ
う
な
模
様
が
浮
か
び
上

が
り
ま
す
。
幹
回
り
約
3
メ
ー
ト

ル
の
こ
の
木
は
、
以
前
、
木
材
市

場
で
高
値
で
取
引
さ
れ
た
と
も
い

わ
れ
、
ま
た
、
京
都
の
東
本
願
寺

の
門
扉
に
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

水
田
さ
ん
は「
約
55
年
前
に
自

宅
の
山
に
竹
を
切
り
に
行
っ
た
と

き
に
、『
木
肌
の
変
な
ケ
ヤ
キ
が

あ
る
な
』と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

ま
さ
か
そ
ん
な
木
だ
っ
た
と
は
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
当

時
は『
何
と
か
2
世
を

残
し
、
但
馬
の
銘
木
に

し
た
い
』と
い
う
思
い

で
し
た
」と
振
り
返
り

ま
す
。

玉
が
出
て

う
れ
し
く
て
万
歳

　

2
世
の
育
成
は
、
ま

ず
、
10
月
中
旬
に
落
下
し
た
実
を

集
め
、種
を
取
り
、翌
年
の
春
に
種

を
ま
き
ま
す
。
夏
の
発
芽
を
待
っ

て
、
長
さ
が
約
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
幹
回
り
が
鉛
筆
ぐ
ら
い
に
な

る
と
、
母
樹
の
枝
を
取
っ
て
き
て

接つ
ぎ

木き

し
、
育
成
し
ま
す
。

　

水
田
さ
ん
は「
接
木
は
、
但
馬

牛
の
飼
育
で
得
た
交
配
の
知
識
を

生
か
し
、
近
親
交
配
す
る
こ
と
で

良
い
も
の
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

長
年
取
り
組
ん
で
い
る
と
、
実
の
収

穫
量
の
違
い
に
気
付
き
ま
す
。
8

月
に
雨
が
降
ら
な
い
年
は
、
翌
年

に
た
く
さ
ん
実
を
つ
け
ま
す
。
そ

れ
は
、
木
が
養
分
が
少
な
く
な
る

と
子
孫
を
残
そ
う
と
す
る
生
理
現

象
だ
と
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
番
感
動
し
た
と
き

の
様
子
を「
木
肌
に
玉
が
出
る
ま

で
は
、
ま
だ
そ
の
木
な
の
か
分
か

ら
な
い
の
で
、
16
年
目
に
玉
が
出

た
と
き
は
、
う
れ
し
く
て
、
万
歳

を
し
て
喜
び
ま
し
た
」と
満
面
の

笑
み
で
話
し
ま
す
。

1
0
0
本
の
植
樹
を
目
指
す

　

こ
れ
ま
で
、
水
田
さ
ん
は
、
市

内
外
の
公
共
施
設
や
寺
社
な
ど
約

60
カ
所
と
個
人
に
計
約
3
0
0
本

を
寄
贈
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
の
全
国
育
樹
祭
で
は
、

全
国
育
樹
活
動
コ
ン
ク
ー
ル
の
個

人
の
部
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受

賞
し
、
皇
太
子
さ
ま
か
ら「
3
世

代
に
及
ぶ
と
も
但
馬
の
銘
木
を
完

成
し
て
く
だ
さ
い
」と
の
言
葉
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
田
さ
ん
は「
現
在
、
自
宅
の

山
に
80
本
植
樹
し
て
い
ま
す
が
、

死
ぬ
ま
で
に
1
0
0
本
の
植
樹
を

目
指
し
、
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ（
病

気
に
苦
し
む
こ
と
な
く
、
元
気
に

長
生
き
し
、
病
ま
ず
に
コ
ロ
リ
と

死
ぬ
）で
い
き
た
い
で
す
」と
話
し
、

木
の
せ
ん
定
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

日
高
地
域
で
、イ
リ
タ
マ
モ
ク
ケ
ヤ
キ
の
増
殖
活
動
を
長

年
行
い
、そ
の
木
を
市
内
外
の
公
共
施
設
や
寺
社
な
ど
に
寄

贈
す
る
元
気
な
男
性
を
紹
介
し
ま
す
。

水
田
喜
太
郎
さ
ん（
93
歳
）日
高
町
観
音
寺

▲イリタマモクケヤキの増殖活動
を行っている水田さん。趣味は、
木札作り、書道、ゲートボール

イ
リ
タ
マ
モ
ク
ケ
ヤ
キ
の

増
殖
に
取
り
組
む
元
気
人

コーちゃん・オーちゃんの

「見つけた！豊岡元気人」

木肌に玉があるイリタマモクケヤキイリタマモクケヤキの種と葉

木のせん定をする水田さん
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市
の
最
も
東
側
に
位
置
す
る
高

橋
幼
稚
園
は
、
山
々
を
背
に
、
オ

オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が
生
息
す
る

出
石
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
る

自
然
豊
か
な
場
所
で
す
。

　

2
月
2
日
、
季
節
の
行
事「
節

分
の
豆
ま
き
」が
行
わ
れ
ま
し
た

の
で
、
そ
の
様
子
を
の
ぞ
い
て
み

ま
し
た
。

節
分
っ
て
な
あ
に
？

　
「
豆
ま
き
が
始
ま
る
と
、
鬼
は

び
っ
く

り
し
た

よ
う
で

す
」と
、
先
生
が
、
絵
本
を
読
み

な
が
ら
節
分
の
日

に
行
う
豆
ま

き
の
話
を
し

て
く
れ
ま
し

た
。

　

先
生
が「
鬼
の

嫌
い
な
も
の
は
何

か
知
っ
て
る
？
」と
聞
く
と
、
園

児
は「
ヒ
イ
ラ
ギ
、

チ
ク
チ
ク
す
る

か
ら
」、「
イ
ワ
シ
、

に
お
い
が
臭
い
か
ら
」と
元
気
に

答
え
ま
す
。

　

す
る
と
、
先
生
が「
大
豆
も
苦

手
な
ん
だ
よ
。
大
豆
は
栄
養
満
点

で
強
い
か
ら
、鬼
に
負
け
な
い
力
が

あ
る
ん
だ
よ
ね
」と
話
す
と
、
園

児
は
興
味
津
々
。
ま
た
1
つ
賢
く

な
り
ま
し
た
。

怖
い
鬼
の
お
面
も

い
ろ
ん
な
表
情
、楽
し
い
な
！

　

豆
ま
き
の
前
に
、
鬼
の
お
面
を

準
備
し
ま
す
。
古
封

筒
に
色
を
塗
り
、

色
紙
で
目
、

鼻
、
口
を
か

た
ど
っ
て
貼

り
付
け
ま
す
。

　

園
児
は「
鬼
っ

て
目
が
2
個
あ
る
？
」「
目
、
で

か
す
ぎ
！
」な
ど
と
言
い
な
が
ら
、

楽
し
そ
う
に
、
怖
い

（
？
）鬼
の
お
面
を
作

り
ま
し
た
。

心
の
中
の

　
　

鬼
を
退
治
！

　

豆
ま
き
が
始
ま
り
ま

し
た
。
園
児
は
交
代
で
鬼
に
な

り
な
が
ら
、
心

の
中
に
い
る
鬼

を
退
治
し
ま

す
。「
寝
ぼ
す

け
鬼
」、「
夜
更

か
し
鬼
」、「
野
菜
を
食
べ
な
い
鬼
」、

「
小
声
に
な
る

鬼
」と
、
い
ろ

い
ろ
な
鬼
が
退

治
さ
れ
、
園
児

か
ら
は
自
然
と

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。　

強
い
体
に
な
り
ま
す
よ
う
に

　
「
年
の
数
よ
り
も
１
つ
多
く
豆

を
食
べ
る
と
、
病
気
を
し
な
い
と

い
わ
れ
て
い

る
ん
だ
よ
」

と
先
生
が
話

す
と
、
園
児

は
、
固
く
て

も
お
い
し
い

豆
を
ぼ
り
ぼ
り
と
食
べ
ま
し
た
。

「
強
い
体
に
な
り
ま
す
よ
う
に
！
」

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
！

『
ち
え
の
わ
』（
日
高
）

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
、
国
府
地

区
で
活
動
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

「
ち
え
の
わ
」は
、
8
人
の
メ
ン
バ

ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
月
1
回
、
全
員
が
知
恵
4

4

を
出

し
合
っ
て
決
め
た
内
容
を
、
そ
れ

ぞ
れ
が
得
意
分
野
の
講
師
と
な
り
、

メ
ン
バ
ー
に
伝
授
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
会
の
主
な
活
動
は
、
食
材

や
不
要
と
な
っ
た
物
品

な
ど
を
持
ち
寄
り
、
工

夫
し
て
い
ろ
い
ろ
な
物

を
作
る
こ
と
で
す
。
材

料
に
は
な
る
べ
く
お
金

を
掛
け
ず
に
、
身
近
な

物
・
廃
品
な
ど
を
利
用

す
る
、そ
れ
が
エ
コ
に
も

つ
な
が
る
と
い
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
成
果
を

挙
げ
て
み
る
と
、
手
作

り
み
そ
、
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
、
古
着

を
利
用
し
た
草
履
、
新
聞
折
込
チ

ラ
シ
で
作
っ
た
か
ご
な
ど
、
食
べ

物
か
ら
生
活
必
需
品
ま
で
、
時
に

は
習
い
事
を
し
た
り
と
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
中
に
は
、
赤
と
白
の

布
と
も
み
殻
で
80
個
の
紅
白
玉
を

作
り
、「
運
動
会
用
に
」と
小
学
校

へ
寄
付
を
し
て
喜
ば
れ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

公
民
館
主
導
の「
く
ら
し
の
会
」

が
前
身
の
こ
の
会
は
、地
域
に
密

着
し
た
活
動
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

会
で
取
り
組
ん
だ
も
の
を
地
域
の

方
に
教
え
た
り
、
要
請
が
あ
れ
ば
、

公
民
館
主
催
の
講
習
会
や
夏
休
み

子
ど
も
教
室
な
ど
の
講
師
を
務
め

た
り
、
積
極
的
な
活

動
も
こ
な
し
ま
す
。

　

代
表
の
赤
木
多
美

子
さ
ん（
日
高
町
上か
み
の

郷ご
う

）は「
互
い
に
知

識
を
与
え
た
り
、
与

え
ら
れ
た
り
す
る
の

で
、
自
分
の
知
ら
な

い
こ
と
が
身
に
付
く
。

こ
こ
で
得
た
知
識
を
、

近
所
の
方
と
共
に
取

り
組
ん
で
み
た
り
、
楽
し
ん
で
活

動
が
で
き
、
プ
ラ
ス
面
ば
か
り
」

と
生
き
生
き
と
話
し
ま
す
。

　
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
袋
」と

も
言
え
る「
ち
え
の
わ
」は
、
朗
ら

か
に
活
動
し
て
い
る
最
中
も「
次

な
る
好
奇
心
」を
燃
や
し
て
い
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

高
橋
幼
稚
園
（
但
東
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
園
児
4
人
〉

▲初めて挑戦する｢大正琴｣

●
幼稚園

編

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

広
報
マ
ン
が
や
っ
て
き
た
！

②
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く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
11

　

引
越
し
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
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就
職
や
進
学
、転
勤
に
伴
い
、毎

年
3
月
か
ら
4
月
に
か
け
て
は
、

引
越
し
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

人
が
多
く
な
る
た
め
、ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

貨
物
自
動
車
運
送
業
に
基
づ
く
、

国
土
交
通
省
が
定
め
た「
標
準
引

越
運
送
約
款（
引
越
約
款
）」を
参

考
に
ト
ラ
ブ
ル
の
一

例
を
紹
介
し
ま
す
。

●
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を

　
　
　
　
　
　

請
求
さ
れ
た
場
合

Q
引
越
し
の
契
約
を
し
た
が
、
予

定
が
変
わ
り
、
引
越
し
の
8
日

前
に
キ
ャ
ン
セ
ル
を
申
し
出
た

ら
、
見
積
総
額
の
2
割
の
キ
ャ

ン
セ
ル
料
を
請
求
さ
れ
た
。
支

払
う
必
要
が
あ
る
の
か
。

A
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
、
運
送
前
日

（
10
％
）と
当
日（
20
％
）に
限
っ

て
請
求
で
き
る
も
の
で
す
か
ら
、

引
越
し
当
日
の
8
日
前
に
キ
ャ

ン
セ
ル
す
る
場
合
は
キ
ャ
ン
セ

ル
料
を
支
払
う
義
務
は
あ
り
ま

せ
ん（
延
期
手
数
料
も
同
様
で

す
）。

●
電
子
機
器
が
故
障
し
た
場
合

Q
引
越
し
の
際
に
、
購
入
し
た
ば

か
り
の
パ
ソ
コ
ン
が
水
漏
れ
し

て
故
障
し
た
が
、
補
償
し
て
も

ら
え
る
か
。

A
事
業
者
は
、
運
送
な
ど
に
関

し
て
注
意
を
怠
ら
な
か
っ
た
こ

と
を
証
明
し
な
い
限
り
、
損
害

賠
償
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
引
越
約
款
で

は
、
荷
物
の
故
障
や
紛
失
な
ど

は
、
荷
物
を
引
き
渡
さ
れ
て
か

ら
3
カ
月
以
内
に
通
知
し
な
い

と
事
業
者
の
責
任
は
消
滅
す
る
、

と
定
め
て
い
ま
す
。

●
契
約
内
容
の
変
更
は
で
き
る
か

Q
契
約
時
に
作
業
員
を
4
人
依
頼

し
た
が
、引
越
し
の
前
日
に
な
っ

て
、
近
所
の
方
が
手
伝
っ
て
く

れ
る
こ
と
に
な
り
、
作
業
員
を

2
人
に
変
更
す
る
こ
と
を
頼
ん

だ
が
、「
作
業
料
は
見
積
書
の
と

お
り
で
変
更

で
き
な
い
」と

言
わ
れ
た
。

A
運
賃
・
料
金
は
、
見
積
書
に
記

載
さ
れ
た
運
賃
請
求
書
に
基
づ

い
て
請
求
さ
れ
ま
す
が
、
見
積

書
発
行
後
の
内
容
変
更
に
よ
っ

て
、
実
際
に
要
す
る
運
賃
の
額

に
減
額
修
正
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

●
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は

・
見
積
り
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や

電
話
で
行
う
場
合
は
、
事
業
者

と
の
連
絡
を
密
接
に
し
、
見
積

書
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
内
容
を

確
認
す
る
。

・
見
積
り
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

口
頭
で
の
約
束
な
ど
は
、
後
の

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
、

見
積
書
の
余
白
な
ど
に
、
そ
の

内
容
を
書
い
て
も
ら
う
。

・
貴
重
品
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、
運

送
上
に
特
別
な
注
意
を
要
す
る

荷
物
は
、
事
前
に
申

告
し
て
お
く
。

・
事
業
者
を
決
め
る
と

き
は
、複
数
の
見
積
り
を
取
り
、

納
得
し
て
決
め
る
。

・
引
越
し
作
業
時
や
作
業
終
了
後

に
は
、
荷
物
や
床
・
壁
な
ど
に

傷
を
付
け
ら
れ
て
い
な
い
か
な

ど
の
点
検
を
す
る
。

　

詳
細
は
、く
ら
し
の
相
談
室
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
課
コ
ウ
ノ
ト
リ
共
生
係
☎
21

－

9
0
1
7

〜
国
際
条
約
の
湿
地
登
録
に
向
け
て
〜

ラ
ム
サ
ー
ル
へ
の
道
5

 

登
録
へ
の
ス
テ
ッ
プ

ラ
ム
サ
ル
君
が
語
る

︽
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
︾

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

　

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21
－
9
0
0
1

　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
湿
地
登
録

に
向
け
て
、
豊
岡
は
具
体
的
に
ど

う
動
こ
う
と
し
て
い
る
の
？

　

平
成
19
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
第
3
次
生
物
多
様
性
国
家
戦
略
」

で
、
平
成
24
年
の
第
11
回
締
約
国

会
議（
Cコ
ッ
プ
O
P
11
・
ル
ー
マ
ニ
ア
）

ま
で
に
国
内
条
約
湿
地
を
新
た
に

10
カ
所
増
や
す
方
針
が
示
さ
れ
た
。

昨
年
の
C
O
P
10（
韓
国
）で
4
カ

所
が
新
規
登
録
。
豊
岡
は
、
こ
の

流
れ
に
乗
っ
て
C
O
P
11
で
の
登

録
を
目
指
し
て
い
る
。

　

登
録
に
は
条
約
事
務
局
の
認
定

が
必
要
だ
け
ど
、
そ
れ
に
は
日
本

の
重
要
な
湿
地
と
し
て
環
境
省
の

推
薦
を
得
る
必
要
が
あ
る
ん
だ
。

　

そ
こ
で
1
つ
目
の
疑
問
。『
環
境

省
の
推
薦
を
得
る
に
は
？
』

　

条
件
は
3
つ
。
①
国
際
的
に
重

要
な
湿
地
と
し
て
認
め
ら
れ
る
基

準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
、
②
国

の
法
律
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
っ

て
保
全
が
図
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
③「
湿
地
を
守
っ
て
い
く
」と
い

う
地
元
の
意
志
・
賛
意
が
得
ら
れ

て
い
る
こ
と
だ
。

　

2
つ
目
の
疑
問
。『
豊
岡
に
お
け

る
登
録
エ
リ
ア
は
？
』

　

当
初
は
、
円
山
川
下
流
域
を
想

定
し
て
い
る
。

　

①
の
基
準
と
し
て「
絶
滅
の
お
そ

れ
の
あ
る
種（
コ
ウ
ノ
ト
リ
）の
生
息

を
支
え
る
エ
リ
ア
」、②
の
保
全
は

「
鳥
獣
保
護
法
や
自
然
公
園
法
に
よ

る
保
護
区
域
の
指
定
」、そ
し
て
何

よ
り
大
切
な
の
が
、③
の「
ふ
る
さ

と
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
守
ろ
う
」

と
い
う
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
、ま

ち
を
挙
げ
て
の
応
援
な
の
で
す
。

　

平
成
24
年
、
国
際
舞
台
に
立
つ

豊
岡
が
見

た
い
！
い

や
、
き
っ

と
見
ら
れ

る
よ
！
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（
1
月
23
日
・
高
砂
市
）

■
金
賞

▽
日
高
東
中
学
校
・
打
楽
器
5
重
奏

（
日
高
町
水
上
）

　

県
内
各
市
町
が
平
成
21
年
1
月

か
ら
12
月
ま
で
の
間
に
発
行
し
た

広
報
媒
体
の
う
ち
か
ら
、優
秀
な
作

品
を
表
彰
す
る
県
の
コ
ン
ク
ー
ル

〔
写
真
部
門
〕で
、「
広
報
と
よ
お
か
」

の
掲
載
写
真
が
入
選
を
受
賞
し
ま

し
た
。今
後
、県
か
ら
推
薦
を
受
け
、

「
平
成
22
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
」に
参
加
し
ま
す
。

　

こ
の
受
賞
を
励
み
に
、よ
り
良
い

広
報
紙
作
り
に
努
め
ま
す
。

【
一
枚
写
真
の
部
】入
選

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
・
交

流
係
☎
23
－
1
1
1
1

▽
長
砂
正
夫（
加
陽
）

■
優
秀
選
手
賞

▽
嶋　

留る

衣い（
近
畿
大
学
附
属
豊
岡

高
校
2
年
）

■
学
校
賞

▽
豊
岡
総
合
高
等
学
校（
加
広
町
）

■
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
推
薦
賞

▽
藤
井
智
美（
豊
岡
高
校
2
年
）

　

藤
井
さ
ん
は
、全
国
大
会（
8
月
・

宮
崎
市
）に
出
場
し
ま
す
。

　
（
1
月
13
日
・
香
美
町
）

■
男
子
ア
ル
ペ
ン 

大
回
転 

3
位

▽
浅
田
惇じ
ゅ
ん

基き
（
豊
岡
総
合
高
校
2
年
）

■
女
子
ア
ル
ペ
ン 

大
回
転 

3
位

▽
西
村
郁あ
や

香か
（
豊
岡
総
合
高
校
1
年
）

　

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
・

第
59
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大

会（
2
月
2
〜
7
日
・
北
海
道
富
良

野
市
）に
出
場
し
、健
闘
し
ま
し
た
。

　
（
1
月
13
〜
14
日
・
香
美
町
）

■
男
子
ア
ル
ペ
ン 
大
回
転　

1
位

▽
増
田
友と
も

樹き（
日
高
西
中
1
年
）

■
女
子
ア
ル
ペ
ン 

大
回
転 
1
位
・

回
転　

2
位

▽
西
村
衿え
り

香か（
日
高
西
中
3
年
）

■
女
子
ア
ル
ペ
ン 

大
回
転 

4
位
・

回
転　

3
位

▽
岡
森
あ
す
か（
日
高
西
中
2
年
）

■
男
子
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク 

ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー 

ク
ラ
シ
カ
ル　

4
位

▽
大
田
垣
拓た
く

実み（
日
高
西
中
2
年
）

■
男
子
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク 

ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー 

フ
リ
ー　

6
位
・

ク
ラ
シ
カ
ル　

6
位

▽
前
田
理と
し

貴き（
日
高
西
中
2
年
）

　

第
47
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大

会（
2
月
3
〜
6
日
・
岩
手
県
八
幡

平
市
）に
出
場
し
、健
闘
し
ま
し
た
。

 「
広
報
と
よ
お
か
」（
写
真
）が

　

県
で
入
選

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
へ

　

お
父
さ
ん
、お
母
さ
ん
の
と
こ
ろ

に
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
ぁ
れ
。

（
父 

智
行
・
母 

久
美
子
、九
日
市
上
町
）

　

な
な
み
ち
ゃ
ん
の
笑
っ
た
顔
、泣
い

た
顔
、寝
て
い
る
顔
、み
〜
ん
な
大
好

き
♡
元
気
良
く
、大
き
く
な
〜
れ
♡

（
父 

操
・
母 

弘
子
、赤
石
）

谷 田 七
なな

実
み

ちゃん
（平成20年11月28日生）

宮 村 　 晶
あきら

ちゃん
（平成20年11月19日生）

　

心
に
咲
い
た
愛い
と

お
し
い
花
。あ
な
た

と
い
う
花 —

 

あ
り
が
と
う
。

（
父 

真
・
母 

智
恵
、下
陰
）

升 田 嘉
か ぶ と

太 ちゃん
（平成19年11月23日生）

　本コーナーに出演いただくお子さんを募集
します。対象は市内在住で2歳までの乳幼児。
お子さんの写真の裏に氏名（ふりがな）、性別、
生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号と
コメント（40字以内）を添えて、秘書広報課
「すくすく日記係」へお送りください。

　

２
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
♡
歌

が
流
れ
る
と
踊
り
だ
す
柊
く
ん
♡
わ

が
家
の
ア
イ
ド
ル
で
す
♡
す
ー
き
♡

（
父 

光
典
・
母 

美
穂
、栃
江
）

池 口 　 柊
しゅう

ちゃん
（平成19年12月25日生）

　

み
ん
な
の
ア
イ
ド
ル
、お
ち
ゃ
め
な

彩
花
ち
ゃ
ん
。笑
顔
の
ス
テ
キ
な
、や
さ

し
く
て
元
気
な
女
の
子
に
な
ぁ
〜
れ
♡

（
父 

隆
弘
・
母 

み
ほ
、日
高
町
猪
爪
）

藤 本 彩
い ろ は

花 ちゃん
（平成20年1月25日生）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
21
年
度
近
畿
体
育
指
導

委
員
協
議
会
功
労
者
表
彰

兵
庫
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

ス
キ
ー
競
技
の
部

平
成
21
年
度
財
団
法
人

兵
庫
県
体
育
協
会
表
彰

Jジ
ャ
イ
カ

I
C
A
国
際
協
力
中
学
生
・
高
校
生

エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
0
9

兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

ス
キ
ー
競
技
の
部

第
37
回
兵
庫
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

コ
ン
テ
ス
ト

兵
庫
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

書
道
展

▲4月25日号表紙写真
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催　

し

創
立
20
周
年
記
念

「
但
馬
い
け
ば
な
協
会
花
展
」

〜
春
・
花
の
宴
〜

福
祉
・
医
療
就
職
フ
ェ
ア
in
京
イ
ン

丹
後

人
も
ま
ち
も
生
き
生
き
♪
♪

「
わ
た
し
が
考
え
る　

元
気
な

人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」

公
開
座
談
会
参
加
者
募
集

パ
パ
も
集
合
!!

わ
く
わ
く
親
ひ
ろ
ば

募　

集

「
港
か
る
た
」切
り
絵
原
画
展

▽
日
程　
3
月
6
日（
土
）〜
7
日（
日
）

▽
場
所　

長
寿
園（
幸
町
）

▽
内
容

・
作
品
展（
書
道
、生
け
花
、篆て
ん

刻こ
く

、

ち
ぎ
り
絵
な
ど
）…
6
日
午
後
1

時
〜
4
時
、
7
日
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

・
お
茶
席（
抹
茶
の
振
る
舞
い
）…

7
日
正
午
〜
午
後
3
時

・
芸
能
発
表
会（
日
本
舞
踊
、民
謡
、

謡
曲
な
ど
）…
7
日
午
後
1
時
〜

4
時

▽
問
合
せ　

豊
岡
高
年
ク
ラ
ブ
連

合
会
☎
23
－
0
8
6
8

　

一
般
求
職
者
、
大
学
な
ど
卒
業

の
未
就
職
者
、
お
よ
び
来
春
卒
業

予
定
者
な
ど
を
対
象
に
福
祉
・
医

療
職
場
の
紹
介
や
面

接
相
談
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

3
月
5
日

（
金
）午
後
1
時
〜
4
時

▽
場
所　
（
財
）丹
後
地
域
地
場
産

業
振
興
セ
ン
タ
ー　

ア
ミ
テ
ィ
ー

丹
後　

2
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

（
京
都
府
京
丹
後
市
）

▽
参
加
事
業
所　

福
祉
・
医
療
関

係
施
設
12
〜
15
事
業
所（
予
定
）

▽
問
合
せ　

京
丹
後
市
役
所
商
工

観
光
部
産
業
雇
用
総
合
振
興
課

☎
0
7
7
2
－
69
－
0
4
7
0

　

ま
た
は
豊
岡
市
商
工
課

　

☎
23
－
4
4
8
0

　

港
地
区
公
民
館
が
区
民
と
2
年

が
か
り
で
完
成
さ
せ
た「
港
か
る
た
」

の
原
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
切
り

絵
で
作
成
し
た
絵
札
の
独
特
の
美

し
い
世
界
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
会
期　

3
月
4
日（
木
）〜
8
日

（
月
）午
前
9
時
〜
午
後
10
時

▽
場
所　

豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ　

交
流
サ

ロ
ン（
大
手
町
）

▽
問
合
せ　

港
地
区
公
民
館

　

☎
28
－
3
4
0
2

　

ネ
ク
タ
イ
が
親
子
遊
び
グ
ッ
ズ

に
早
変
わ
り
。
正
義
の
ヒ
ー
ロ
ー

「
ネ
ク
タ
イ
マ
ン
」が

い
ろ
い
ろ
な
遊
び
を

紹
介
し
て
く
れ
ま
す
。

▽
日
時　

3
月
7
日

（
日
）午
後
1
時
30
分
〜

▽
場
所　

和
田
山
ジ
ュ
ピ
タ
ー
ホ
ー

ル　

小
ホ
ー
ル（
朝
来
市
）

▽
内
容　

親
子
遊
び

▽
定
員　

1
0
0
人（
先
着
順
）

▽
問
合
せ　

こ
こ
ろ
豊
か
な
美
し

い
但
馬
推
進
会
議（
但
馬
県
民
局

県
民
室
県
民
協
働
課
内
）

　

☎
26
－
3
6
4
7

　

元
気
な
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
自
由
に
語
っ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

▽
日
時　

3
月
17
日（
水
）午
後
7

時
〜
8
時
30
分

※
座
談
会
の
様
子
は
、
Fエフ
Mエ
ム

ジ
ャ

ン
グ
ル
で
生
中
継
し
ま
す
〔
再

放
送
は
、
3
月
20
日（
土
）午
後

3
時
30
分
〜
5
時
〕。

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

市

▽
日
時　

3
月
13
日（
土
）〜
14
日

（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
5
時
30
分

▽
場
所　

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ　

ほ
っ

と
ス
テ
ー
ジ

▽
問
合
せ　

但
馬
い
け
ば
な
協
会

　

吉
岡
正
章
さ
ん
☎
27
－
0
2
2
0

豊
岡
高
年
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
「
趣
味
の
会
」発
表
会
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民
活
動
室
C（
大
手
町
）

▽
対
象　

16
歳
以
上
で
市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
方

▽
内
容　

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

の
座
談
会（
フ
リ
ー
ト
ー
ク
）

・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー　

中
貝
市
長

・
司
会
進
行　

F
M
ジ
ャ
ン
グ
ル

Dディジ
ェ
イJ　

Gグ
レ

ゴ

リ

ー

R
E
G
O
L
Y
さ
ん

▽
定
員　

6
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
申
込
期
限　

3
月
8
日（
月
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

秘
書
広
報

課
広
報
・
交
流
係

　

☎
23
－
1
1
1
1

　

市
で
は
、
公
立
豊
岡
病
院
組
合

立
病
院（
豊
岡
・
日
高
・
出
石
）で

の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

▽
対
象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
市
民

・
40
歳
以
上
の
方（
平
成
23
年
3
月

末
日
現
在
）

・
市
の
指
定
す
る
医
療
機
関
・
日

程
で
受
診
可
能
な
方

※
豊
岡
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

以
外（
74
歳
以
下
）の
方
は
、
必

ず
医
療
保
険
者
ま
た
は
事
業
主

平
成
22
年
度
人
間
ド
ッ
ク

（
公
立
病
院 

豊
岡・日
高・出
石
）

受
診
助
成
希
望
者
募
集

に
健
診
制
度
、助
成
制
度
を
確
認

の
上
、申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
助
成
対
象
病
院　

豊
岡
病
院
、

日
高
医
療
セ
ン
タ
ー
、
出
石
医

療
セ
ン
タ
ー

▽
受
診
期
間　

4
月

〜
平
成
23
年
3
月

▽
助
成
内
容

平
成
22
年
度  

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー『
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
』

　
　
　
　
　

新
規
会
員
募
集

　

子
育
て
中
の
人
と
の
出
会
い
を

大
切
に
、
親
子
の
楽
し
い
輪
を

広
げ
ま
せ
ん
か
。

▽
申
込
方
法　

保
育
園
事
務
室
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い（
午
前
9
時

〜
午
後
5
時
）。

▽
申
込
期
間　

3
月
4
日（
木
）〜

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切　

▽
問
合
せ　

チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス

保
育
園（
下
陰
）

　

☎
29
－
3
9
0
0

※
受
診
料
金
は
、
診
療
報
酬
の
改

定
な
ど
に
よ
り
、
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
各
病
院
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
の

種
類
・
料
金
は
、「
人
間
ド
ッ
ク

受
診
の
し
お
り
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

▽
申
込
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
、

市
民
課
国
保
医
療
係
、
各
総
合

支
所
健
康
福
祉
課
に
あ
る「
助
成

申
込
書（
は
が
き
）」に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
窓
口
へ
提
出
ま

た
は
郵
送
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
限　

3
月
15
日（
月
）

▽
そ
の
他　

受
診
病
院
は
、
後
日

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
し
ま
す
。

※
受
診
日
程
は
、
各
病
院
ま
た
は

市
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
（
日
程
は
希
望
ど
お
り
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進

課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）（
〒
6
6

　

8
－
0
0
4
5
城
南
町
23
－
6
）

☎
24
－
9
6
0
4

医療機関 種別 定員 基本料金 加入している
保険の種類 市助成額 自己負担額

日高医療
センター

日帰り 400人 36,750円
豊岡市国保・後期高齢者 18,000円  18,750円
その他保険 10,000円  26,750円

１泊２日 120人 61,950円
豊岡市国保・後期高齢者 30,000円  31,950円
その他保険 15,000円  46,950円

豊岡病院 日帰り 100人 40,500円
豊岡市国保・後期高齢者 18,000円 22,500円
その他保険 10,000円  30,500円

出石医療
センター 日帰り 100人 40,000円

豊岡市国保・後期高齢者 18,000円  22,000円
その他保険 10,000円  30,000円

対象年齢 募集
人数 活動日時・内容 活動費

（月額）

なかよし広場（０〜２歳児）
平成19年４月生まれ〜 15組

毎週金曜日（月４回）
９：30〜11：30・親子活動
９：30〜13：00・なかよし

広場開放
2,000円

ワンダーメイト（３歳児）
平成18年４月〜平成19年３月生まれ 10人 毎週水曜日（月４回）

９：30〜13：00・体験保育 4,500円

キンダーメイト（４歳児）
平成17年４月〜平成18年３月生まれ 10人 毎週木曜日（月４回）

９：30〜16：00・体験保育 6,000円

※全メイトに、プール遊び、運動会、親子遠足、クリスマス会など、季
節の行事も取り入れていきます。
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平
成
22
年
度 

市
立
施
設
会
員
募
集

豊
岡
市
非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

市
広
報
紙「
広
報
と
よ
お
か
」の

有
料
広
告
募
集

市
民
酒
害
教
室

教　

室

■
市
民
会
館「
友
の
会
」会
員
募
集

▽
年
会
費　

1
、0
0
0
円

▽
特
典

・
チ
ケ
ッ
ト
1
枚
に
つ
き
3
0
0

円
割
引（
市
民
会
館
と
ひ
ぼ
こ
ホ
ー

ル
の
す
べ
て
の
自
主
事
業
に
適

用
）

・
自
主
事
業
の
入
場
券
を
一
般
発

売
よ
り
1
週
間
早
く
、
1
会
員

2
枚
ま
で
購
入
可
。
た
だ
し
、

前
売
り
初
日
に
限
り
1
会
員
4

枚
ま
で
購
入
可

・
自
主
事
業
を
す
べ
て
鑑
賞
し
て

い
た
だ
い
た
会
員
に
は
、
次
年

度
の
自
主
事
業
の
中
の
い
ず
れ

か
希
望
の
1
つ
に
無
料
で
招
待

・
友
の
会
主
催
の
催
し
物
に
特
別

価
格
で
参
加
可

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

市
民
会
館

　

☎
23
－
0
2
5
5（
火
曜
日
休
館
）

■
出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル

「
友
の
会
」会
員
募
集

▽
年
会
費　

1
、0
0
0
円

▽
特
典

・
5
0
0
円
割
引
券
を
2
枚
発
行
。

チ
ケ
ッ
ト
1
枚
に
つ
き
割
引
券

1
枚
利
用
可（
市
民
会
館
と
ひ
ぼ

こ
ホ
ー
ル
の
す
べ
て
の
自
主
事

業
に
適
用
）

・
自
主
事
業
の
入
場
券
を
一
般
発

売
日
よ
り
約
10
日
早
く
、
1
会

員
2
枚
ま
で
購
入
可

・
自
主
事
業
を
す
べ
て
鑑
賞
し
て

い
た
だ
い
た
会
員
に
は
、
次
年

度
の
自
主
事
業
の
中
の
い
ず
れ

か
希
望
の
1
つ
に
無
料
で
招
待

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

出
石
文
化

会
館
ひ
ぼ
こ
ホ
ー
ル

　

☎
52
－
6
2
2
2

（
月
・
火
曜
日
休
館
）

■
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ

「
プ
ラ
ザ
メ
イ
ツ
」募
集

▽
年
会
費　

5
0
0
円

▽
特
典

・
自
主
事
業
の
内
の
い
ず
れ
か
希

望
の
1
つ
に
無
料
で
招
待

・
自
主
事
業
の
入
場
券
を
当
日
で

も
前
売
り
料
金
で
購
入
可

・
自
主
事
業
の
内
、
全
席
自
由
の

催
し
に
つ
い
て
、
開
催
日
5
日

前
ま
で
に
予
約
す
れ
ば
座
席
の

指
定
可

・
自
主
事
業
の
リ
ハ
ー
サ
ル
や
舞

台
の
裏
側
見
学
可

・
自
主
事
業
の
企
画
提
案
可

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

豊
岡
市
民

プ
ラ
ザ
☎
24
－
3
0
0
0（
火
曜

日
休
館
）共

通
事
項

▽
有
効
期
限　
平
成
23
年
3
月
31
日

▽
特
典　

催
し
物
な
ど
の
最
新
情

報
を
会
報
な
ど
で
発
送

▽
職
種
・
募
集
人
数
・
雇
用
期
間

職
業
相
談
員
・
1
人
・
1
年

▽
勤
務
場
所
・
職
務
内
容　

豊
岡

市
無
料
職
業
紹
介
所
で
の
職
業

紹
介
・
相
談
・
企
業
訪
問
に
よ

る
求
人
開
拓
、
Ｕ
・
Ｉ
・Ｊ
タ
ー

ン
希
望
の
若
者
就
労
支
援
な
ど

▽
受
験
資
格　

昭
和
25
年
4
月
2

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
3

月
25
日（
前
泊
有
り
）に
東
京
で

の
研
修
が
受
講
で
き
る
方（
費
用

は
市
で
負
担
）

▽
勤
務
条
件　

週
5
日（
35
時
間
）

勤
務
、
報
酬
月
額
1
5
9
、7
0

　

0
円

▽
申
込
方
法　

職
員
課
に
あ
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間　

2
月
25
日（
木
）〜

3
月
12
日（
金
）必
着

※
土
・
日
曜
日
は
除
く
。

▽
採
用
予
定
日　

4
月
1
日（
木
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

職
員
課
人

事
係
☎
23
－
1
3
2
6

▽
広
告
サ
イ
ズ　

①
縦
4・5
セ
ン
チ
×
横
17
・
4
セ
ン
チ

②
縦
4・5
セ
ン
チ
×
横
13
・
5
セ
ン
チ

▽
広
告
料　

1
枠
1
回

①
3
1
、5
0
0
円

②
2
1
、0
0
0
円

※
初
回
の
み
、
版
下
作
成
代
5
、

　

0
0
0
円
が
別
途
必
要

▽
広
告
募
集
枠　

4
月
10
日
号
か

ら
平
成
23
年
3
月
25
日
号
ま
で

の
く
ら
し
の
情
報
ペ
ー
ジ
な
ど

の
下
段
掲
載
分
1
3
2
枠

※
市
が
定
め
る
掲
載
基
準
に
よ
り
、

掲
載
で
き
な
い
広
告
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

㈲
ジ
ョ
イ
ン

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

3
月
14
日（
日
）午
後
1

時
〜
4
時

▽
場
所　

出
石
文
化
会
館
ひ
ぼ
こ

ホ
ー
ル（
出
石
町
水む
な

上が
い

）

▽
内
容　

市
民
酒
害
教
室

・
基
調
講
演
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
の
治
療
と
回
復
」

ス
リ
ー（
野
田
）☎
23
－
7
7
3
1

▽
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
広
報
・

交
流
係
☎
23
－
1
1
1
1
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市
道
常
盤
線
に
か
か
る
Ｋ
Ｔ
Ｒ

架
道
橋
の
改
修
に
伴
い
、
市
道
常

盤
線
が
通
行
止
め（
歩
行
者
は
通
行

可
）と
な
り
ま
す
。大
変
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
工
事
期
間
中
は
、

西
側
の
市
道
新
川
西
線
を
迂う

回
路

と
し
て
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
通
行
止
め
期
間　

3
月
1
日（
月
）

〜
12
月
31
日（
金
）

▽
問
合
せ　

大
鉄
・
神
崎
・
田
中
特

　

定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　

☎
26
－
8
0
8
3
ま
た
は
建
設
課
激

　

特
事
業
推
進
室
☎
23
－
1
1
1
5

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

＊
個
別
相
談
も
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

豊
岡
健
康
福
祉
事
務

所
地
域
保
健
課
☎
26
－
3
6
6
2

相　

談

聴
覚
障
害
者
対
象
パ
ソ
コ
ン
相
談

▽
日
時　

3
月
6
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時（
1
人
1
時
間
程
度
）

▽
場
所　

市
民
会
館　

4
階　

第

1
小
会
議
室（
立
野
町
）

▽
対
象　

但
馬
地
域
に

在
住
の
聴
覚
障
害
者

▽
申
込
期
限　

3
月
5
日（
金
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

た
じ
ま
聴

覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

　

☎
24
－
8
0
0
8

FAX 

24
－
8
2
8
8

　

聴
覚
障
害
者
や
そ
の
関
係
者
か

ら
の「
結
婚
、育
児
、職
業
、教
育
」

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
、
ろ

う
あ
者
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。
手

話
通
訳
者
も
同
行
し
ま
す
。

▽
日
時　

3
月
16
日（
火
）午
前
10

時
〜
午
後
4
時

▽
場
所　

豊
岡
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

3
階　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
城
南
町
）

▽
そ
の
他　

事
前
申
込
み
は
不
要

で
す
が
、
順
番
の
都
合
で
お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
☎
24
－
7
0
3
3

　

FAX 

24
－
4
5
1
6

ろ
う
あ
者
悩
み
の
相
談
室

　

移
動
相
談

司
法
書
士
に
よ
る「
登
記・相
続・

多
重
債
務・消
費
者
問
題・

成
年
後
見
等
無
料
法
律
相
談
会

豊
岡
市
高
年
齢
者
職
業
相
談
室

廃
止
の
お
知
ら
せ

▽
日
時　

3
月
20
日（
土
）午
後
1

時
〜
4
時　

※
予
約
制

▽
場
所　

じ
ば
さ
ん
但
馬　

3
階

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室（
大
磯
町
）

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

兵
庫
県
司

法
書
士
会
但
馬
支
部

　

☎
0
7
9
－
6
7
6
－
3
3
6
8

　

国
の
方
針
に
よ
り「
豊
岡
市
高
年

齢
者
職
業
相
談
室
」が
、3
月
26
日

で
廃
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
新
た
に
職

業
相
談
窓
口
の
開
設
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

経
済
振
興
課

　

☎
21
－
9
0
0
2
ま
た
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
豊
岡
☎
23
－
3
1
0
1

但
馬
長
寿
の
郷
住
ま
い
の
相
談
会

▽
日
時　

3
月
14
日（
日
）午
後
1

時
〜
4
時（
受
付
は
午
後
3
時
30

分
ま
で
）※
予
約
で
き
ま
す
。

▽
場
所　

但
馬
長
寿
の
郷　

す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー（
養
父
市
）

▽
相
談
内
容　

段
差
の
解
消
、
開

閉
し
や
す
い
ド
ア
へ
の
変
更
、

住
む
人
に
合
わ
せ
た
新
築
、
増

改
築
の
方
法
な
ど（
図
面
や
写
真

が
あ
れ
ば
持
参
く
だ
さ
い
）

▽
問
合
せ　

県
立
但
馬
長
寿
の
郷

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
9
－
6
6
2
－
8
4
5
6

そ
の
他

▽
実
施
日
時　

毎
月
第
4
土
曜
日

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
、
翌
日

曜
日
午
前
8
時
30
分
〜
11
時

▽
場
所　

公
立
八
鹿
病
院（
養
父
市
）

▽
対
象　

胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査

で
要
精
密
検
査
と
な
っ
た
方
、

　

医
療
機
関
で
C
T
検
査
を
指
示

さ
れ
た
方

※
呼
吸
困
難
や
せ
き
、
た
ん
な
ど

の
症
状
の
あ
る
方
は
、
平
日
に

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
定
員　

各
5
人
程
度

▽
問
合
せ　

公
立
八
鹿
病
院
地
域

医
療
課

　

☎
0
7
9
－
6
6
2
－
5
5
5
5

公
立
八
鹿
病
院
で
は

肺
が
ん
検
診
の
休
日
精
密
検
査

を
実
施
し
て
い
ま
す

市
道
常と
き

盤わ

線
が

通
行
止
め
に
な
り
ま
す

工事・通行止め区間
迂回路

第5豊岡ひいつ橋

市道常磐線

第4豊岡ひいつ橋
（高さ制限2.3m）

市道新川西線



　

2
輪
車（
バ
イ
ク
）、
軽
自
動
車
、

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
廃
車
や
譲
渡

し
た
場
合
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
し
ま
す
。

既
に
廃
車
や
譲
渡
を
し
て
い
て
も
、

3
月
31
日
ま
で
に
申
告
を
し
な
い

と
、
平
成
22
年
度
の
軽
自
動
車
税

の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、農
耕
用
の
作
業
車
は
、小

型
特
殊
自
動
車
と
し
て
軽
自
動
車

税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す〔
乗
用

装
置
を
備
え
付
け
て
い
る
、
最
高

速
度
が
毎
時
35
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未

満
の
農
耕
用
ト
ラ
ク
タ
ー
や
刈
り

取
り
脱
穀
作
業
車（
コ
ン
バ
イ
ン
）、

田
植
機
、
農
耕
用
薬
剤
散
布
車
な

ど
〕

※
農
耕
用
作
業
車
を
所
有
し
、
ま

だ
登
録
し
て
い
な
い
方
は
、
早

急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
買
い
替
え
た
場
合
は
、ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
付
け
替
え
る
だ
け

で
な
く
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
自
動
車
の
検
査
・
登
録
の

手
続
き
は
早
め
に

　

年
度
末
は
、
自
動
車
の
検
査
・

登
録
申
請
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
3
月
中
旬
ま
で

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

姫
路
自
動
車
検
査
登

録
事
務
所

　

☎
0
5
0
－
5
5
4
0
－
2
0
6
7

▽
免
除
要
件　

・
加
齢
・
疾
病
に
よ
る
身
体
の
機

能
の
低
下
、ま
た
は
身
体
障
害
・

知
的
障
害
・
精
神
障
害
に
よ
り
、

日
常
生
活
で
半
年
以
上
継
続
し

て「
お
む
つ
」や「
尿
取
り
パ
ッ
ト
」

な
ど
を
使
用
し
て
い
る
方

・
生
活
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
、

生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

▽
申
請
方
法　

生
活
環
境
課
、
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
総
合
支

所
市
民
生
活
課
、お
よ
び
健
康
福

祉
課
に
あ
る
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、提
出
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
に
は
、ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

民
生
委
員
な
ど
の
確
認
印
が
必

要
で
す
。

▽
申
請
期
限　

申
請
は
年
間
を
通

じ
て
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
平
成
22
年
度
分
の
当
初
申

請
期
限
は
3
月
31
日（
水
）で
す
。

▽
指
定
袋
の
交
付　

免
除
決
定
通

知
書
を
申
請
者
に
送
付
し
ま
す

の
で
、そ
れ
を
持
参
の
上
、生
活

環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市

民
生
活
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
・
問
合
せ　

生
活
環
境

課
環
境
衛
生
係
☎
23
－
5
3
0
4

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
生
活

課

　

今
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学
す

る
方
、
現
在
、
中
学
1
年
生
・
高

校
3
年
生
に
相
当
す
る
年
齢
の
方

は
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

の
追
加
接
種
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象　

・
第
2
期
…
平
成
15
年
4
月
2
日

〜
平
成
16
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
方（
小
学
校
就
学
前
の
1
年
間

の
期
間
に
あ
る
方
）

・
第
3
期
…
平
成
8
年
4
月
2
日

〜
平
成
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
方（
平
成
21
年
度
中
学
1
年
生
）

・
第
4
期
…
平
成
3
年
4
月
2
日

〜
平
成
4
年
4
月
1
日
生
ま
れ

の
方（
平
成
21
年
度
高
校
3
年
生

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
済
み
ま
し
た
か

広報とよおか　2010.2.25 26

車　種 申告受付・問合せ
原動機付自転車

（125㏄以下の２輪車）
小型特殊自動車

税務課市民税係☎21-9045また
は各総合支所市民生活課

３輪・４輪の軽自動車
軽自動車検査協会 兵庫事務所
姫路支所☎079-231-4101
ホームページアドレス
http://www.keikenkyo.or.jp/

２輪の軽自動車
（126㏄〜250㏄の２輪車）
２輪の小型自動車

（250㏄を超える２輪車）

神戸運輸管理部　姫路自動車検
査登録事務所☎050-5540-2067
ホームページアドレス
http://wwwtb.mlit.go.jp/kobe/

施設名 台数 施設名 台数

竹野小学校 8 三方地区公民館 2

日高西中学校 14 福住地区公民館 1

港中学校 8 北前館 1

資母地区公民館 3 道の駅 神鍋高原 3

清滝地区公民館 1 但東シルク温泉館 1

国府地区公民館 1 但東総合支所 1

軽
自
動
車
税
の
廃
車
、所
有
者

　

の
変
更
な
ど
の
申
告
は

　
　
　

   
3
月
31
日
ま
で
に

ご
み
処
理
手
数
料
の

　
　
　
　
　

免
除
申
請
受
付

〜
ご
み
指
定
袋
を
交
付
し
ま
す
〜

神
鍋
高
原
観
光
施
設

（
4
〜
6
月
）使
用
申
込
受
付

▽
対
象
施
設　

神
鍋
高
原
体
育
館
、

神
鍋
高
原
キ
ャ
ン

プ
場
、
神
鍋
高
原

野
外
ス
テ
ー
ジ

▽
受
付
日
時
・
場
所

・
一
斉
受
付　

3
月
5
日（
金
）午

　

前
9
時
〜
10
時
・
日
高
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー　

8
号
室（
日

高
町
国
分
寺
）

・
随
時
受
付　

3
月
5
日（
金
）午

後
1
時
か
ら
、
空
き
の
あ
る
も

の
に
限
り
日
高
総
合
支
所
地
域

整
備
課
で
随
時
受
付

▽
問
合
せ　

日
高
総
合
支
所
地
域

整
備
課
☎
21
－
9
0
5
6



の
年
齢
に
相
当
す
る
方
）

▽
接
種
費
用　

無
料（
接
種
期
限
を

過
ぎ
る
と
有
料
に
な
り
ま
す
）

▽
接
種
期
限　

3
月
31
日（
水
）

▽
そ
の
他　

予
防
接
種
協
力
医
療

機
関
へ
事
前
予
約
し
て
く
だ
さ

い（
予
診
票
が
手
元
に
な
い
場
合

は
再
交
付
し
ま
す
）。

▽
問
合
せ　

健
康
増
進
課

　

☎
24
－
1
1
2
7

3
月
の
公
立
豊
岡
病
院
地
域

連
携
小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

広報とよおか　2010.2.2527
FMラジオで豊岡市の情報をお知らせしています!! （周波数76.4メガヘルツ） 「豊岡きらめき情報局」毎週月～金曜日  8：00～8：05、17：50～17：52

▽
そ
の
他　

1
歳
以
上
の
小
児
で
、

緊
急
性
の
な
い
自
己
都
合
な
ど

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
時
間

外
診
察
料
金
3
、1
5
0
円
の
負

担
が
あ
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22
－
6
1
1
1

　

地
元
医
師
会
と
豊
岡
病
院
の
地

域
連
携
に
基
づ
く
小
児
救
急
診
療

の
3
月
の
日
程
と
担
当
医
師
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
場
所　

公
立
豊
岡
病
院

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

に
対
処
す
る
た
め
、
シ
カ
・
イ
ノ

シ
シ
の
一
斉
駆
除
を
実
施
し
ま
す
。

　

駆
除
期
間
中
は
、
蛍
光
色
な
ど

目
立
つ
色
の
服
装
で
入
山
す
る
な

ど
、
事
故
防
止
に
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

3
月
20
日（
土
）・
21
日

（
日
・
祝
）・
27
日（
土
）・
28
日

（
日
）午
前
8
時
30
分
〜
日
没

▽
駆
除
の
方
法　

山
中
で
の
猟
銃

に
よ
る
駆
除（
豊
岡
市
有
害
鳥
獣

駆
除
班
に
委
託
し
実
施
）

▽
対
象
地
域　

市
内
全
域

▽
問
合
せ　

農
林
水
産
課
農
政
係

☎
23
－
1
1
2
7
ま
た
は
各
総

合
支
所
地
域
整
備
課

有
害
鳥
獣
一
斉
駆
除
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
地
域
の
バ
イ
オ
マ
ス

を
地
域
で
活
用
し
て
い
く
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
平
成
19

年
度
か
ら
小
中
学
校
や
公
共
施
設

に
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、下
表
の
施

設
に
計
44
台
の
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー

ブ
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
は
、
非
化

石
燃
料
で
あ
る
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を

燃
料
と
し
て
お
り
、
ペ
レ
ッ
ト
を

燃
や
し
た
と
き
に
発
生
す
る
二
酸

化
炭
素
は
、
木
が
生
長
す
る
過
程

で
光
合
成
に
よ
り
吸
収
し
た
二
酸

化
炭
素
と
同
じ
量
で
あ
る
た
め
、地

ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を

設
置
し
ま
し
た

球
温
暖
化
の
一
因
と
な
る
大
気
中

の
二
酸
化
炭
素
を
増
や
し
ま
せ
ん
。

　

木
質
ペ
レ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ま
で

利
用
さ
れ
な
か
っ
た
間
伐
材
や
製

材
端
材
な
ど
を
原
料
と
し
、
木
に

含
ま
れ
る
リ
グ
ニ
ン
と
い
う
成
分

を
利
用
し
て
固
め
て
い
る
の
で
、

人
工
の
化
学
物
質
を
含
み
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
身
近
な
地
域
で
調
達
す

る
こ
と
が
可
能
で
、
石
油
価
格
の

影
響
を
受
け
に
く
い
こ
と
か
ら
、

全
国
的
に
普
及
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
み
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
植
林
地
や
里
山
の
手

入
れ
が
進
み
森
林
が
保
全
さ
れ
、

農
地
や
河
川
、
海
洋
へ
の

環
境
保
全
に
貢
献
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

農
林
水
産
課
環
境
農

業
推
進
係
☎
23
－
1
1
2
7

診療日 担当医師・
住所

7日
（日）

中沢　洋
（出石町本町）

21日
（日）

赤松　亮
（九日市下町）

〔日程・担当医師〕

※診療時間：午前９時
〜午後５時

■平成21年度ペレットストーブ設置施設
施設名 台数 施設名 台数

竹野小学校 8 三方地区公民館 2

日高西中学校 14 福住地区公民館 1

港中学校 8 北前館 1

資母地区公民館 3 道の駅 神鍋高原 3

清滝地区公民館 1 但東シルク温泉館 1

国府地区公民館 1 但東総合支所 1

3
月
13
日（
土
）

J
R
西
日
本
の
ダ
イ
ヤ
改
正

　

福
知
山
駅
で
の
乗
り
換
え
が
充

実
し
、
便
利
に
な
り
ま
す
。

◆
但
馬
エ
リ
ア
か
ら
京
都
エ
リ
ア
へ

　

豊
岡
駅
か
ら
京
都
方
面
へ
の
特

急
は
、
福
知
山
駅
で
の
特
急
同
士

の
乗
り
換
え
を
含
め
る
と
、
午
前

6
時
台
か
ら
午
後
6
時
台
ま
で（
午

前
8
時
台
を
除
く
）1
時
間
に
1
本

と
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
午

前
8
時
台
は
、普
通
列
車「
リ
レ
ー

号
」に
乗
車
す
れ
ば
、福
知
山
駅
で

京
都
方
面
の
特
急
に
乗

り
換
え
が
可
能
で
す
。

◆
京
都
エ
リ
ア
か
ら
但
馬
エ
リ
ア
へ

　

午
前
8
時
台
、
午
後
4
時
台
に

京
都
駅
を
出
発
す
る
特
急
に
は
、福

知
山
駅
で
豊
岡
行
き
の
普
通
列
車

「
リ
レ
ー
号
」に
乗
り
換
え
が
可
能

と
な
り
、京
都
駅
か
ら
但
馬
エ
リ
ア

へ
は
午
前
8
時
台
か
ら
午
後
9
時

台
ま
で
1
時
間
1
本
と
な
り
ま
す
。

▽
問
合
せ　

J
R
豊
岡
駅

　

☎
22
－
2
6
0
0



　｢としょかん講演会｣を開催します。
・日　時：３月28日（日）午後１時30分～３時
・場　所：本館　２階　視聴覚講演室
・講　師：塩見　昇さん（日本図書館協会理事長）

今月の本

日 曜日 時間 場所 行事名
1 月
2 火 （休館日）
3 水 10：30～ 出石 えほんのとびら
4 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会11：00～ おはなしのゆりかご　
5 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば
6 土
7 日
8 月
9 火 (休館日)
10 水
11 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
12 金

10：00～ 竹野 本のリサイクルフェア（～19日）
10：10～ 本館 土曜としょかん

10：30～
城崎 おはなしのこべや

13 土 竹野 おはなし玉手箱
日高 絵本からのおくりもの

11：00～ 但東 えほんのじかん（合橋地区公民館）
14：00～ 本館 おたのしみひろば

14 日 13：20～ 本館 第12回古文書講座（初級）15：00～ 第12回古文書講座（中級）
15 月
16 火 (休館日)
17 水
18 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会
19 金 11：00～ 城崎 おはなしひろば
20 土
21 日・祝 (休館日)
22 月・休
23 火 (休館日)
24 水
25 木 10：30～ 本館 いっしょにおはなし会

13：30～ 城崎 春のおたのしみ会
26 金 13：30～ 日高 おたのしみ会わくわくランド（日高子育てセンターホール）

27 土
10：30～

竹野 土曜おはなしのへや
日高 絵本からのおくりもの
出石 おはなし会
但東 おはなしのもり

14：00～ 本館 おはなし会
15：00～ 但東 切り紙Ａｒｔ

28 日 10：30～ 日高 おはなし会
13：30～ 本館 としょかん講演会

29 月
30 火 (休館日)
31 水 (休館日)

＜ 一 般 ＞
なくなりつつあるモノでも心に残るモノ
岩田健三郎　絵・文
（神戸新聞総合出版センター）

※詳細は、各館へ問い合わせください。

　フィルム、ふんどし、ＬＰレコード、
卒業した学校…懐かしいモノを味わ
いある版画と文で。

＜ 児 童 ＞
地球最北に生きる日本人
武田　剛　作（フレーベル館）

　温暖化の影響が著しい北極を、イ
ヌイットの村に暮らす日本人・大島
さんの取材を通して紹介。

レッツゴー図書館レッツゴー図書館

3月の行事予定

図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
http://www3.city.toyooka.lg.jp/toyolib/index.html
メールアドレス　toyolib@city.toyooka.lg.jp

■図書館本館、分館の連絡先および所在地
本館 ☎23-6151（京町５-28） 日高 ☎21-9060（日高総合支所１階）
城崎 ☎21-9072（城崎総合支所２階） 出石 ☎52-5489（出石農村環境改善センター１階）
竹野 ☎21-9078（竹野総合支所３階） 但東 ☎21-9036（但東市民センター１階）

3月の行事予定

・定　員：80人（先着順）　　　　
・申込期限：３月26日（金）
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3月の予定
　市内６カ所の子育てセンターでは、子育て中の保護者を
応援するためのいろいろな活動をしています。
　参加費は無料でどなたでも参加できます。
※詳細は、各センターに問い合わせください。
※定員があるものは、事前に申し込みください。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。

子育て総合センター　☎24-4604
（ＪＲ豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

パパとあそぼうデー“おやこっこ遊び　パート２”
日　時 27日(土)午前10時30分～11時30分
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 乳幼児と父親　40組（母親、きょうだい参加可）
内　容 親子遊び、リズム遊び
講　師 生涯学習サポート兵庫　嘉

よし
仁
ひと
さん

募集期間 ８日(月)～25日(木)

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石ふれあいセンター）土・日・水（午後）曜日休館

絵本の読み聞かせの会

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東中央体育館）土（午後）・日・月曜日休館

ひなまつり
日　時 ３日(水)午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 シアターなど、おにぎりびなを作る
持ち物 １人につきおにぎり２個、お茶

ほっとたいむ＆おやこふれあいたいむ
日　時 ほっとたいむ １日(月)、25日(木)午前11時～

おやこふれあいたいむ 29日(月)午前10時30分～
対　象 乳幼児と保護者

内　容 ほっとたいむでは、唱歌や童謡を歌い、おやこふ
れあいたいむでは、紙芝居やお手玉で遊びます。

その他 午前中は身長や体重の計測をします。

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎健康福祉センター２階）土・日・月曜日休館

ひなまつりクッキング
日　時 ２日(火)午前10時～午後０時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 みんなでトッピングひなすしを作ります(参加費100円)
持ち物 米１合、エプロン、三角巾、マスク(親子)

母親交流会
日　時 26日(金)午前10時30分～正午
対　象 乳幼児と保護者、妊婦
内　容 乳幼児身体計測、妊婦血圧測定、育児健康相談など

おはなし広場
日　時 ６日(土)、13日(土)、20日(土)午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本や紙芝居の読み聞かせ 日高子育てセンター　☎42-4610

（日高総合支所３階）月・第１土・第１以外の日曜日休館

日　時 25日(木)午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 子どもとの関わり方の話②｢子どものほめ方、しかり方｣

子育てミニ講話

日　時 11日(木)午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 図書館司書による絵本の読み聞かせ

子育てセンター竣工式

なかよし広場
日　時 ４日(木)午前９時30分～
場　所 豊岡市民プラザ　ほっとステージ
対　象 ２歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 子どもの自由遊びや交流、計測や子育て相談

おやこっこ運動遊び
日　時 12日(金)午後１時30分～２時45分
対　象 ２歳以上の幼児と保護者　20組
内　容 運動遊び（こども育成課　仲義　健、西松夕紀子）
募集期間 ３日（水)～10日(水)

みんなで３Ｂ体操
日　時 29日(月)午前10時～11時30分
場　所 竹野地区公民館　３階
対　象 乳幼児と保護者（きょうだい歓迎）

内　容 ３Ｂ体操で春を迎えましょう。春休み中のきょうだいも参加ください。
講　師 竹本七美さん

日　時 ７日(日)午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 親子運動遊び（こども育成課　仲義　健、西松夕紀子）

日　時 27日(土)午前９時30分～11時
場　所 但東子育てセンター（但東市民センター１階）
対　象 乳幼児と保護者
内　容 まっちゃん（町田浩志さん）の親子遊び

パパと遊ぼうＤ
　デ 　 ー 　

ＡＹ！

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野健康福祉センター）土・日曜日休館

ひなまつり
日　時 ３日(水)午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　25組
内　容 おひなさまミニクッキング、ハンドベル演奏など
その他 参加費：親子１組150円、申込期限：１日(月)

おたのしみ会 ｢わくわくランド｣
日　時 26日(金)午後１時30分～３時30分
対　象 乳幼児と保護者、小学生　50人
内　容 おひなさま制作など（参加費無料）
募集期間 ７日(日)～20日(土)

わらべうた＆折り紙遊び
日　時 10日(水)午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 わらべうた遊び、折り紙「おひなさま」

親子で絵本を楽しもう
日　時 24日(水）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 絵本の読み聞かせなど

わいわいコーラス♪♪
日　時 ９日(火)午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 春の歌、童謡、アニメソングなどを歌う

絵本の読み聞かせ
日　時 25日(木)午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 センター職員の絵本の読み聞かせ

クッキング“春の苦みを味の記憶にのせましょう”
日　時 26日(金)午前９時45分～午後１時30分
場　所 豊岡地区公民館
対　象 子育て中の保護者　15人、一時保育15人まで
内　容 はなのてんぷら、よもぎの蒸しパン、ふきのとうごはん
講　師 管理栄養士　岡崎典子さん
費　用 親子１組350円（一時保育：１人100円の保育雑費）
募集期間 ５日(金)～19日(金)

おやこっこリズム遊び
日　時 18日(木)午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳の幼児と保護者　15組
募集期間 ５日(金)～15日(月)
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施 設 の イ ベ ン ト施 設 の イ ベ ン ト
豊岡市民プラザ（JR豊岡駅前アイティ7階）
☎24−3000  FAX 24−3004 （火曜日休館)

　５月29日（土）　 　
　 開演18：30（開場18：00）

◇入場料　指定席3,500円､自由席3,000円､高校生以
下2,000円（当日券は各500円増）

◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の
方は、５月21日（金）までに申し込みくだ
さい。

◇チケット発売中
　（各プレイガイドでも購入できます）

■歌舞劇ロマン｢カンアミ伝｣
　｢田

でん
楽
がく

｣と｢猿
さる

楽
がく

｣の要素
を統合し、その上滑

こっ
稽
けい

な
物まねなども含めた民族
芸能｢能

のう
楽
がく

｣を作り上げた
｢観

かん
阿
あ

弥
み

｣。その観阿弥の
生きざまを舞台化した作
品です。

市民会館（立野町）
☎23−0255  FAX 24−0952（火曜日休館)

　３月29日（月）　開演19：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　黒D

ダ ン ス
ANCE真太郎、いかお、A

ア キ ト
KITO、

M
ミックスジョイント

ix-Joint、J
ジェーシーエス

C S、山下靖史、倶楽部103ダ
ンス部ほか

◇入場料　無料

■｢O
オ ー プ ン

PEN　G
ゲ ー ト

ATE　2010｣
新しい旅立ちの季節…希望の扉を開けよう‼

　春は卒業、進学、就職など旅立ちの季節。OPEN 
GATEは巣立つ高校生たちにエールを送るダンスイ
ベントです。

■第66回サロンコンサート
　皆さんに気軽に音楽に親しんでいただくために、
交流サロンを利用して、毎月１回程度コンサートを
開催しています。気軽にお立ち寄りください。

　３月14日（日）　開演13：30
◇場　所　交流サロン
◇出　演　吉田真理子さん、
　　　　　福丸千代子さんほか
◇内　容　ギター演奏と歌
◇曲　目　母さんのうた、星に願いを、ミスターロン

リーほか
◇入場料　無料
※サロンコンサートの出演者を募集しています。
　音楽活動の発表の場として利用ください。

■豊岡市民プラザ演劇ファクトリーz
ゼ ロ
ero６

　本公演「但馬伝説　非時−ときじく−」
　中嶋神社にまつられている菓
子の神様｢田

た
道
じ

間
ま

守
もりの

命
みこと

｣が、不老
不死・病を治す幸せの木の実｢非

とき

時
じくの

香
かぐ

菓
のみ

｣を探しに行き、但馬に
持ち帰ったという伝説。この伝
説の初の舞台化に挑戦します。
　神美小学校の皆さんにも｢田
道間守の歌｣で出演していただ
き、神秘の世界を一緒に創造します。

◆豊岡公演

　３月21日（日・祝）開演19：00（開場18：30）
　　　22日（月・休）開演14：00（開場13：30）
◇場　所　ほっとステージ

◆出石永楽館公演

　３月27日（土）　 開演14：00（開場13：30）
◇場　所　出石永楽館
◇入場料　全席自由　一般1,000円､ペア券1,500円､
　　　　　高校生以下･65歳以上800円（当日券は各
　　　　　200円増｡ペア券は前売りのみ）
◇一時保育　一時保育（１歳半〜就学未満）を希望の方

は、３月11日（木）までに申し込みくださ
い。

◇チケット発売中
※チケットは、豊岡市民プラザのほかに市民会館､

図書館本館､ 城崎･竹野･日高地区公民館、ひぼこ
ホール、出石永楽館、但東市民センターでも購入
できます。

◇開催日　７月４日（日）
◇場　所　ほっとステージ
◇内　容　フォークソングのミュージックフェステ

ィバル（プロミュージシャンのゲストを
予定）

◇対　象　高校生以上（高校生は保護者の同意が必要）
◇募集人数　10人程度
◇申込方法　用紙またははがきに住所、氏名、年齢、

性別、電話番号、応募動機を記入の上、市民プラザ窓
口、郵送、またはファックスで申し込みください。

◇申込期限　３月25日（木）

■｢第３回フォークまつり｣
実行委員募集！

　豊岡市民プラザ自主事業の｢第３回フォークまつ
り｣の企画・制作、運営に積極的に参
加できる方を募集します。
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平成22年２月１日現在（前月比）

豊岡市の人口
（住民基本台帳＋外国人登録総数）

合　計   89,549人 （－82人）

男　性   42,811人 （－40人）

女　性   46,738人 （－42人）

世帯数   32,229世帯（＋2世帯）

3月の主な行事
MARCH

平成22年

₁₆（火）

₁₇（水）

₁₈（木）絵本の読み聞かせの会（10：30～日高子育てセンター）

₁₉（金）豊岡市女性チャレンジセミナー（13：00～豊岡市民プラザ）
出石初午大祭（夕方～出石城跡周辺、～21日）

₂₀（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）さだまさしアコースティックコンサート
（20：00～市民会館）

₂₁（日）春分の日
演劇ファクトリー zero6 本公演「但馬伝説非
時−ときじく−」（19：00 ～豊岡市民プラザ）

₂₂（月）振替休日
演劇ファクトリー zero6 本公演「但馬伝説非
時−ときじく−」（14：00 ～豊岡市民プラザ）

₂₃（火）

₂₄（水）親子で絵本を楽しもう（10：30～出石子育てセンター）

₂₅（木）第３回特別展「−聖武天皇理想の都−紫
し

香
が

楽
らき

宮
のみや

」（但馬国府・国分寺館、～5月25日）
絵本の読み聞かせ

（10：30～城崎子育てセンター）
子育てミニ講話（10：30～日高子育てセンター）
ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）

₂₆（金）母親交流会（10：30～城崎子育てセンター）

₂₇（土）但東子育てセンター竣工式（9：30～但東子育てセンター）
資母地区交流センター竣工式
（10：00～資母地区交流センター、但東町中山）
演劇ファクトリー zero6 出石永楽館公演「但馬
伝説非時−ときじく−」（14：00～出石永楽館）
出石さくらまつり（18：00～出石城跡、～4月下旬）

₂₈（日）総合健康ゾーン健康増進施設 ｢ウェルストーク豊岡 ｣竣工式・オープニングイベント
（11：00 ～総合健康ゾーン施設、立野町）

₂₉（月）おやこふれあいたいむ（11：00～子育て総合センター）
「O
オープン

PEN G
ゲ ー ト

ATE 2010」（19：30～豊岡市民プラザ）

₃₀（火）みんな大集合（10：00～竹野健康福祉センター）

₃₁（水）

₁（月）第19回企画展｢よみがえる但馬国府−祢
にょ

布
う

ケ
が

森
もり

遺跡出土木簡から−｣
(但馬国府･国分寺館、～23日)

第48回企画展「楮
こうぞ

のぬくもり～あかり・春夏
秋冬～」（日本・モンゴル民族博物館、～2日）
植村直己冒険館特別展示（植村直己冒険館）
　・植村直己を偲

しの

ぶ｢マッキンリーに眠る
植村直己｣（～16日）

　・｢植村直己を支えた人たち｣（～5月31日）
　・｢あるじなきゴンドラが引き継いだ夢
の奇跡｣（～5月31日）

ほっとたいむ（11：00～子育て総合センター）

₂（火）ひなまつりクッキング（10：00～竹野健康福祉センター）

₃（水）ひなまつり（10：00～但東子育てセンター）

₄（木）第30回記念兵庫神鍋高原マラソン全国大会写真コンテスト入賞作品巡回写真展
(但東シルク温泉館、～11日)

なかよし広場（9：30～豊岡市民プラザ）

₅（金）

₆（土）おはなし広場(10：30～子育て総合センター)

₇（日）マイナス1歳(産前)からの子育て講演会（10：00～出石文化会館ひぼこホール）
パパと遊ぼうＤ

デー

ＡＹ！
（10：30～日高子育てセンター）

₈（月）

₉（火）わいわいコーラス（10：00～竹野健康福祉センター）

₁₀（水）スナップinきのさき（10：30～ＪＲ城崎温泉駅前）
わらべうた＆折り紙遊び

（10：30～出石子育てセンター）

₁₁（木）母親交流会（10：00～竹野健康福祉センター）

₁₂（金）

₁₃（土）おはなし広場（10：30～子育て総合センター）

₁₄（日）第66回サロンコンサート（13：30～豊岡市民プラザ）

₁₅（月）

ひ
と
り
ご
と

▼
伝
統
行
事
・
節
分
に
負
け
な
い
く
ら

い
浸
透
し
て
き
た
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
。

取
材
イ
ベ
ン
ト
に
も
そ
の
彩
が
…
。
チ

ョ
コ
を
仲
立
ち
に
気
持
が
ほ
ん
わ
か
し

た
ら
、春
は
も
う
す
ぐ
。寒
い
季
節
に
ピ

ッ
タ
リ
と
広
が
っ
た
の
で
し
ょ
う
か 

Ⓘ

▼
立
春
を
過
ぎ
、
暦
の
上
で
は
春
到
来

‼
夜
明
け
が
日
増
し
に
早
く
な
る
こ
と

が
と
て
も
う
れ
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
冬
季
五
輪
の
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、

日
本
の
メ
ダ
ル
は
い
く
つ
か
な
。　

Ⓓ

▼
勝
負
事
に
は
付
き
物
の｢

勝
ち
負
け｣

。

近
年
、｢

競
争
で
の
優
劣
は
つ
け
な
い｣

と
い
う
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
勝
て
ば
う

れ
し
い
負
け
れ
ば
悔
し
い
…
日
本
人
が

苦
手
と
す
る
喜
怒
哀
楽
表
現
は
、
全
世

界
共
通
の｢

心
の
言
葉｣

で
し
ょ
う
。 

Ⓚ

▼
寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
こ
の
時
期
、

取
材
に
行
く
と
き
、
気
を
使
う
の
が
カ

メ
ラ
。
雪
や
雨
か
ら
守
り
、
気
温
差
で

レ
ン
ズ
が
曇
ら
な
い
よ
う
に
。
体
も
カ

メ
ラ
も
冷
え
ま
す
が
、
レ
ン
ズ
の
向
こ

う
の
笑
顔
を
見
る
と
温
ま
り
ま
す
。 

Ⓨ

▼
気
に
な
る
の
は
、
冬
季
五
輪
よ
り
も

プ
ロ
野
球
の
キ
ャ
ン
プ
情
報
。
あ
と
１

カ
月
で
、
今
年
も
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
が

始
ま
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
私
の
注
目

は
、
地
元
出
身
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
・

能
見
選
手
。
大
活
躍
に
期
待
で
す
！
Ⓜ
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　聖
しょう

観
かん

音
のん

（正観音）は、前回、前々回に紹介した十一面観音、千手観音などの変
へん

化
げ

観音の基本になる
観音です。本来、勢

せい

至
し

菩
ぼ

薩
さつ

と共に阿
あ

弥
み

陀
だ

如
にょ

来
らい

の脇
きょう

侍
じ

とされていますが、この場合は聖観音と言わず、
単に観音菩薩と呼ばれています。聖観音は左手に蓮

れん

華
げ

などの持物を持ち、右手を下にして願いをか
なえる与

よ

願
がん

印
いん

を結び、頭部には宝
ほう

冠
かん

をいただいている像が一番多いようです。をいただいている像が一番多いようです。

Trademark of American Soybean Association
「広報とよおか」は、資源保護のため環境に優しいソイ（大豆油）インキで印刷しています。

〒
6
6
8
I
8
6
6
6

兵
庫
県
豊
岡
市
中
央
町
2
番
4
号

U
R
L http

：//w
w
w
.city.toyooka.lg.jp

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣

●
発
行
／
豊
岡
市　

●
編
集
／
政
策
調
整
部
秘
書
広
報
課

☎
0
7
9
6
I
23
I
1
1
1
1　

FAX 

24
I
2
5
7
5

市
長
室
FAX 

24
I
1
0
0
4

（
総
合
支
所
）　　
　
　
　

・
城
崎
☎
32
I
0
0
0
1

・
竹
野
☎
47
I
1
1
1
1
・
日
高
☎
42
I
1
1
1
1

・
出
石
☎
52
I
3
1
1
1
・
但
東
☎
54
I
1
0
0
0

　豊岡の文化財を紹介します。皆
さんの身近にある文化財を見てい
きましょう。
 《問合せ》文化振興課☎23-1160

木
も く

造
ぞ う

聖
しょう

観
か ん

音
の ん

立
りゅう

像
ぞ う

（国指定）鎌田・文
もん

常
じょう

寺
じ 木

も く

造
ぞ う

聖
しょう

観
か ん

音
の ん

坐
ざ

像
ぞ う

（県指定）出石町日野辺

聖
しょう

観
か ん

世
ぜ

音
お ん

菩
ぼ

薩
さ つ

立
りゅう

像
ぞ う

（市指定）但東町中山・蔵
ぞう

雲
うん

寺
じ

歴史 探訪
～文化財を巡る～❽

「美術工芸品（彫刻）」（その３）

木
も く

造
ぞ う

観
か ん

世
ぜ

音
お ん

菩
ぼ

薩
さ つ

立
りゅう

像
ぞ う

（市指定）出石町中村

・脇侍

・与願印

・金泥

・開眼供養

語句の解説

　寺院などによっては、拝観できない場合もあります。


